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二
道
釈
に
お
い
て
直
接
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
難
易
二
道
の
選
び
の
背
景
に
、「
阿
惟
越
致
に
至
る
は
、
諸
の
難
行
を
行
ず
る
こ
と
久
し
く
し
て
乃
ち
得
べ
し
。
或
は
声
聞
辟
支
仏
地
に
堕
す
。
若
し
爾
ら
ば
大
衰
患
な
り
」（『
十
住
毘
婆
沙
論
』
五
・『
大
正
蔵
』
二
六
、
四
一
ａ
、
原
漢
文
）
と
語
ら
れ
る
よ
う
な
問
題
が
存
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
に
示
す
よ
う
な
文
言
は
、
二
乗
地
に
堕
す
る
こ
と
が
、
あ
る
種
の
達
成
感
に
起
因
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
修
道
の
課
題
全
体
か
ら
す
れ
ば
一
部
で
あ
る
よ
う
な
無
生
法
忍
に
お
い
て
「
大
喜
」
す
る
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
修
道
へ
の
無
意
味
感
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
七
住
の
中
に
立
ち
て
無
生
法
忍
を
得
ば
、
心
行
皆
止
み
て
涅
槃
に
入
ら
ん
と
欲
す
。
そ
の
時
、
十
方
諸
仏
、
皆
光
明
を
放
ち
て
菩
薩
の
身
を
照
ら
し
、
右
手
を
以
て
其
の
頭
を
摩
し
て
言
わ
く
、「
善
男
子
、
此
の
心
を
生
ず
る
こ
と
勿
れ
。
汝
、
当
に
汝
の
本
願
、
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
せ
る
を
念
ず
べ
し
。
汝
、
空
を
知
る
と
雖
も
衆
生
は
解
せ
ず
。
汝
、
当
に
諸
功
徳
を
集
め
衆
生
を
教
化
し
て
共
に
涅
槃
に
入
る
べ
し
。
汝
、
未
だ
金
色
の
身
、
三
十
二
相
・
八
十
種
の
随
形
好
、
無
量
の
光
明
、
三
十
二
業
を
得
ず
。
汝0
、
今
始
め
て
一
の
無
生
の
法
門
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
を
得
た
り
0
0
0
0
。
便
ち
大
喜
す
る
こ
と
莫
れ
」
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
と
。
是
の
時
、
菩
薩
、
諸
仏
の
教
誨
を
聞
き
て
、
還
り
て
本
心
を
生
じ
、
六
波
羅
蜜
を
行
じ
て
衆
生
を
度
す
。
（『
大
智
度
論
』
十
・『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
三
二
ａ
〜
ｂ
、
原
漢
文
、
傍
点
筆
者
）
『
浄
土
論
註
』
巻
下
・『
定
親
全
』
八
、
一
一
六
頁
の
「
問
う
て
曰
く
、
若
し
即
ち
等
か
ら
ず
ば
」
に
始
ま
る
問
答
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
浄
土
論
註
』
巻
下
・『
定
親
全
』
八
、
一
三
三
〜
一
三
四
頁
『
大
経
』
巻
上
・『
真
聖
全
』
一
、
一
四
〜
一
五
頁
（
）
22
（
）
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（
）
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）
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（
）
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57
は 
じ 
め 
に
　
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
謹テ
案ス
ル
ニ
㆓ 
浄
土
真
宗ヲ
㆒
有リ
㆓
二
種ノ
回
向
㆒
一ニ
者ハ
往
相
二ニ
者ハ
還
相ナ
リ
 
（『
定
本
教
行
信
証
』
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
、
本
願
念
仏
が
一
切
衆
生
に
大
乗
を
開
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
教
が
時
代
の
流
れ
と
人
間
の
我
欲
に
よ
っ
て
荒
廃
し
そ
の
命
が
失
わ
れ
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
竊ヒソ
カ
ニ
以オモ
ン
ミ
レ
ハ
聖
道ノ
諸
教ハ
行
証
久シ
ク
廃スタ
レ
浄
土ノ
真
宗ハ
証
道
今
盛ナ
リ
 
（
同
前
三
八
〇
頁
）
と
宣
言
し
得
た
根
拠
が
「
二
種
の
回
向
」
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
本
願
の
正
機
と
し
て
そ
の
存
在
の
全
体
を
煩
悩
成
就
の
凡
夫
と
自
覚
す
る
念
仏
者
に
お
い
て
、
二
種
回
向
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
余
り
多
く
を
語
ら
な
い
。
明
ら
か
に
述
べ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
「
如
来
二
種
の
回
向
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
親
鸞
は
こ
こ
に
何
を
見
出
し
何
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
拙
稿
に
お
い
て
は
親
鸞
の
著
作
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
二
種
回
向
の
典
拠
で
あ
る
『
浄
土
論
註
』
そ
の
も
の
の
中
に
お
い
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
の
焦
点
と
し
て
「
如
来
二
種
の
回
向
」
の
内
実
に
迫
ろ
う
と
思
う
。
如
来
二
種
の
回
向
│
│
『
浄
土
論
註
』
の
回
向
論
と
親
鸞
の
視
座
│
│
亀
　
　
崎
　
　
真
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一
、
入
出
二
門
と
往
還
　
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
一
切
衆
生
を
荷
負
し
大
悲
心
を
成
就
す
る
た
め
の
行
と
し
て
示
さ
れ
る
回
向
に
つ
い
て
、
回
向ニ
有リ
㆓
二
種ノ
相
㆒
一
者
往
相
二
者
還
相ナ
リ
往
相
者
以テ
㆓
己レ
カ
功
徳ヲ
㆒
回
㆓
施シ
テ
一
切
衆
生ニ
㆒
作
願シ
テ
共ニ
往
㆓
生セ
シ
メ
ム
ト
ナ
リ
 
彼ノ
阿
弥
陀
如
来ノ
安
楽
浄
土ニ
㆒
還
相
者
生
㆓
彼ノ
土ニ
㆒
已テ
得テ
㆓
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
方
便
力
成
就ス
ル
コ
ト
ヲ
㆒
　 
回
㆓
入シ
テ
生
死ノ
稠
林ニ
㆒
教
㆓
化シ
テ
一
切
衆
生ヲ
㆒
共ニ
向ムカ
ヘ
シ
ム
ル
ナ
リ
㆓
　
　 
仏
道ニ
㆒
若ハ
往
若ハ
還
皆
為メ
ナ
リ
㆘ 
抜テ
㆓
衆
生ヲ
㆒
渡カ
㆗
生
死
海ヲ
㆖
是
故
言ノタ
マ
ヘ
リ
㆓
　
回
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故ト
㆒
 
（『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
七
九
│
八
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、「
回
向
に
二
種
の
相
有
り
」
と
い
う
形
で
曇
鸞
が
「
往
相
」
と
「
還
相
」
を
見
出
し
た
こ
と
自
体
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
注
目
し
た
い
点
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
　
そ
も
そ
も
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
礼
拝
・
讃
嘆
・
作
願
・
観
察
・
回
向
か
ら
な
る
五
念
門
は
、
前
四
門
が
浄
土
往
生
を
内
容
と
す
る
「
入
の
功
徳
」
の
成
就
を
、
そ
し
て
回
向
門
が
、
出
第
五
門ト
イ
フ
者ハ
以テ
㆓
大
慈
悲ヲ
㆒
観
㆓
察シ
テ
一
切
苦
悩ノ
衆
生ヲ
㆒
示テ
㆓
応
化
身ヲ
㆒
回
㆓
入シ
テ
生
死ノ
園ソノ
煩
悩ノ
林ノ
中ニ
㆒
遊
㆓
戯シ
神
通ニ
㆒
至ル
㆓
教
化
地ニ
㆒
以ノ
㆓
本
願
力ノ
回
向ヲ
㆒
故ニ
是ヲ
名ク
㆓
出
第
五
門ト
㆒
 
（
同
前
一
四
五
│
一
四
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
生
死
に
回
入
し
教
化
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
出
の
功
徳
」
を
成
就
す
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
五
念
門
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
若シ
善
男
子
善
女
人
修シ
テ
 
五
念
門ヲ
㆒
行
成
就シ
ヌ
レ
ハ
 
畢
竟シ
テ
得ト
ナ
リ
㆔
生テ
㆘
安
楽
国
土ニ
㆖
見コ
ト
ヲ
㆓ 
彼ノ
阿
弥
陀
仏
㆒ 
（
同
前
七
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
入
」
と
「
出
」
と
い
う
よ
う
に
位
置
づ
け
が
二
分
さ
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
得
生
と
見
仏
を
中
心
に
展
開
す
る
も
の
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
回
向
門
が
生
死
に
回
入
す
る
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
得
生
と
見
仏
の
範
疇
を
出
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
　
曇
鸞
は
こ
の
五
念
門
を
八
番
問
答
や
三
願
的
証
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
念
仏
往
生
の
門
と
し
て
確
か
め
て
い
る
。『
浄
土
論
註
』
撰
述
の
旨
趣
は
、
五
濁
無
仏
の
時
世
に
お
い
て
大
乗
正
定
聚
に
入
る
易
行
道
を
『
浄
土
論
』
の
思
想
に
見
出
し
、
そ
の
核
心
が
本
願
を
根
拠
と
す
る
称
名
念
仏
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
各
々
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
五
念
門
が
、
実
際
に
は
称
名
を
軸
に
展
開
し
そ
こ
に
収
束
す
る
こ
（
）
1
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）
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と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
曇
鸞
は
、
問
曰
大
乗
経
論ノ
中ニ
処
処ニ
説ケ
リ㆔
衆
生ハ
畢
竟
無
生ニ
シ
テ
如ト
㆓
虚
空ノ
㆒
云
何ソ
天
親
菩
薩
言タ
マ
フ
㆓ 
願
生ト
㆒
耶ヤ
答
曰
説ク
ニ㆔
衆
生
無
生ニ
シ
テ
如
㆓
虚
空ノ
㆒
有リ 
二
種
㆒
一
者
如キ
㆓
凡
夫ノ
㆒
所ユル
㆓
謂イハ
㆒
実ノ
衆
生
如キ
ハ㆘
凡
夫ノ
所ノ
㆓
見ル
㆒
実ノ
生
死ノ
㆖
此ノ
所
見ノ
事
畢
竟シ
テ
無キ
コ
ト
㆔ 
所ユル
コ
ト
㆓ 
有アラ
㆒
如シ
㆓
亀
毛ノ
㆒
如シ
㆓
虚
空ノ
㆒
二
者
謂ク
諸
法ハ
因
縁
生ノ
故ニ
即
是
不
生ナ
リ
無キ
コ
ト
㆔ 
所
㆓
有
㆒
如シ
㆓
虚
空ノ
㆒
天
親
菩
薩
所ノ
㆓
願ス
ル㆒
生
者ハ
是レ
因
縁ノ
義ナ
リ
因
縁ノ
義ノ
故ニ
仮ニ
名ク
㆓
生ト
㆒
非ル
稲如キ
ニ
ハ
㆕ 
凡
夫ノ
謂フ
カ㆔
有ト
㆓
実ノ
衆
生
実ノ
生
死
㆒
也
問
曰
依テ
カ㆓
何ノ
義ニ
㆒
説ク
ヤ㆓
往
生ト
㆒
答
曰
於テ
㆓
此ノ
間ノ
仮
名
人ノ
中ニ
㆒
修ス
ル
ニ
㆓ 
五
念
門ヲ
㆒
前
念
与ト
㆓
後
念
㆒
作ナ
ル㆓
因ト
㆒
穢
土ノ
仮
名
人
浄
土ノ
仮
名
人
不ス
㆔
得
㆓
決
定シ
テ
一ヲ
㆒
不
㆔
得
㆓
決
定シ
テ
異ヲ
㆒
前
心
後
心
亦
如シ 
是ノ
㆒
何ヲ
以ノ
故ニ
若シ
一ナ
ラ
ハ
則
無ナケ
ム㆓
因
果
㆒
若シ
異ナ
ラ
ハ
則
非ス
㆓
相
続ニ
㆒
是ノ
義ハ
観ス
㆓
一
異ノ
門ヲ
㆒
論ノ
中ニ
委
曲ナ
リ 
（
同
前
九
│
一
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
往
生
に
つ
い
て
二
番
の
問
答
を
設
け
る
こ
と
で
、
往
生
が
我
法
二
執
に
よ
っ
て
妄
想
さ
れ
る
よ
う
な
実
体
的
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
概
念
的
に
往
生
と
い
う
行
為
を
分
別
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
実
体
執
が
破
斥
さ
れ
た
仮
名
人
と
し
て
穢
土
と
浄
土
の
不
一
不
異
に
処
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
往
生
の
意
味
を
確
か
め
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
浄
土
論
』
が
示
す
「
入
」「
出
」
は
得
生
と
見
仏
の
範
疇
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
浄
土
論
註
』
の
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、「
入
」「
出
」
に
「
次
第
の
相
」
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
が
実
体
執
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
空
間
的
な
あ
る
い
は
時
間
的
な
前
後
入
出
の
関
係
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
曇
鸞
は
、
門
者ハ
入
出ノ
義
也
如シ
㆘
人
得レ
ハ
 
門ヲ
㆒
則
入
出
無
碍ナ
ル
カ
㆖ 
前ノ
四
念ハ
是レ
入ル
㆓
安
楽
浄
土ニ
㆒
門ナ
リ
後ノ
一
念ハ
是レ
出ル
㆓
慈
悲
教
化ニ
㆒
門ナ
リ （
同
前
七
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
門
を
得
た
な
ら
ば
「
安
楽
浄
土
に
入
る
」
こ
と
と
「
慈
悲
教
化
に
出
で
る
」
こ
と
の
入
出
が
無
碍
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
念
仏
往
生
の
門
を
得
る
こ
と
が
人
を
し
て
生
死
を
超
え
さ
せ
、
し
か
も
「
出
」
と
い
う
方
向
性
を
も
っ
て
生
死
に
立
た
し
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
回
向
門
は
ど
こ
ま
で
も
回
入
教
化
の
出
門
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、「
回
向
に
二
種
の
相
有
り
」
と
い
う
曇
鸞
の
確
か
め
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
内
容
的
に
回
入
教
化
と
い
う
出
門
に
符
合
す
る
還
相
で
は
な
く
、『
浄
土
論
』
で
は
直
接
提
示
さ
れ
て
い
な
い
「
己
が
功
徳
を
以
て
一
切
衆
生
に
回
施
し
て
」
と
い
う
往
相
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
曇
鸞
が
い
わ
ゆ
る
五
念
配
釈
と
い
う
形
で
「
願
生
偈
」
に
五
念
門
を
配
当
し
、「
我
作
論
説
偈
　
願
見
弥
陀
仏
　
普
共
諸
衆
生
　
往
生
安
楽
国
」
と
い
う
末
尾
の
一
行
が
回
向
門
で
あ
る
と
確
か
め
て
い
く
中
㆓
㆓
（
）
3
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一
、
入
出
二
門
と
往
還
　
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
一
切
衆
生
を
荷
負
し
大
悲
心
を
成
就
す
る
た
め
の
行
と
し
て
示
さ
れ
る
回
向
に
つ
い
て
、
回
向ニ
有リ
㆓
二
種ノ
相
㆒
一
者
往
相
二
者
還
相ナ
リ
往
相
者
以テ
㆓
己レ
カ
功
徳ヲ
㆒
回
㆓
施シ
テ
一
切
衆
生ニ
㆒
作
願シ
テ
共ニ
往
㆓
生セ
シ
メ
ム
ト
ナ
リ
 
彼ノ
阿
弥
陀
如
来ノ
安
楽
浄
土ニ
㆒
還
相
者
生
㆓
彼ノ
土ニ
㆒
已テ
得テ
㆓
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
方
便
力
成
就ス
ル
コ
ト
ヲ
㆒
　 
回
㆓
入シ
テ
生
死ノ
稠
林ニ
㆒
教
㆓
化シ
テ
一
切
衆
生ヲ
㆒
共ニ
向ムカ
ヘ
シ
ム
ル
ナ
リ
㆓
　
　 
仏
道ニ
㆒
若ハ
往
若ハ
還
皆
為メ
ナ
リ
㆘ 
抜テ
㆓
衆
生ヲ
㆒
渡カ
㆗
生
死
海ヲ
㆖
是
故
言ノタ
マ
ヘ
リ
㆓
　
回
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故ト
㆒
 
（『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
七
九
│
八
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、「
回
向
に
二
種
の
相
有
り
」
と
い
う
形
で
曇
鸞
が
「
往
相
」
と
「
還
相
」
を
見
出
し
た
こ
と
自
体
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
注
目
し
た
い
点
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
　
そ
も
そ
も
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
礼
拝
・
讃
嘆
・
作
願
・
観
察
・
回
向
か
ら
な
る
五
念
門
は
、
前
四
門
が
浄
土
往
生
を
内
容
と
す
る
「
入
の
功
徳
」
の
成
就
を
、
そ
し
て
回
向
門
が
、
出
第
五
門ト
イ
フ
者ハ
以テ
㆓
大
慈
悲ヲ
㆒
観
㆓
察シ
テ
一
切
苦
悩ノ
衆
生ヲ
㆒
示テ
㆓
応
化
身ヲ
㆒
回
㆓
入シ
テ
生
死ノ
園ソノ
煩
悩ノ
林ノ
中ニ
㆒
遊
㆓
戯シ
神
通ニ
㆒
至ル
㆓
教
化
地ニ
㆒
以ノ
㆓
本
願
力ノ
回
向ヲ
㆒
故ニ
是ヲ
名ク
㆓
出
第
五
門ト
㆒
 
（
同
前
一
四
五
│
一
四
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
生
死
に
回
入
し
教
化
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
出
の
功
徳
」
を
成
就
す
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
五
念
門
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
若シ
善
男
子
善
女
人
修シ
テ
 
五
念
門ヲ
㆒
行
成
就シ
ヌ
レ
ハ
 
畢
竟シ
テ
得ト
ナ
リ
㆔
生テ
㆘
安
楽
国
土ニ
㆖
見コ
ト
ヲ
㆓ 
彼ノ
阿
弥
陀
仏
㆒ 
（
同
前
七
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
入
」
と
「
出
」
と
い
う
よ
う
に
位
置
づ
け
が
二
分
さ
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
得
生
と
見
仏
を
中
心
に
展
開
す
る
も
の
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
回
向
門
が
生
死
に
回
入
す
る
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
得
生
と
見
仏
の
範
疇
を
出
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
　
曇
鸞
は
こ
の
五
念
門
を
八
番
問
答
や
三
願
的
証
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
念
仏
往
生
の
門
と
し
て
確
か
め
て
い
る
。『
浄
土
論
註
』
撰
述
の
旨
趣
は
、
五
濁
無
仏
の
時
世
に
お
い
て
大
乗
正
定
聚
に
入
る
易
行
道
を
『
浄
土
論
』
の
思
想
に
見
出
し
、
そ
の
核
心
が
本
願
を
根
拠
と
す
る
称
名
念
仏
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
各
々
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
五
念
門
が
、
実
際
に
は
称
名
を
軸
に
展
開
し
そ
こ
に
収
束
す
る
こ
（
）
1
（
）
2
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と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
曇
鸞
は
、
問
曰
大
乗
経
論ノ
中ニ
処
処ニ
説ケ
リ㆔
衆
生ハ
畢
竟
無
生ニ
シ
テ
如ト
㆓
虚
空ノ
㆒
云
何ソ
天
親
菩
薩
言タ
マ
フ
㆓ 
願
生ト
㆒
耶ヤ
答
曰
説ク
ニ㆔
衆
生
無
生ニ
シ
テ
如
㆓
虚
空ノ
㆒
有リ 
二
種
㆒
一
者
如キ
㆓
凡
夫ノ
㆒
所ユル
㆓
謂イハ
㆒
実ノ
衆
生
如キ
ハ㆘
凡
夫ノ
所ノ
㆓
見ル
㆒
実ノ
生
死ノ
㆖
此ノ
所
見ノ
事
畢
竟シ
テ
無キ
コ
ト
㆔ 
所ユル
コ
ト
㆓ 
有アラ
㆒
如シ
㆓
亀
毛ノ
㆒
如シ
㆓
虚
空ノ
㆒
二
者
謂ク
諸
法ハ
因
縁
生ノ
故ニ
即
是
不
生ナ
リ
無キ
コ
ト
㆔ 
所
㆓
有
㆒
如シ
㆓
虚
空ノ
㆒
天
親
菩
薩
所ノ
㆓
願ス
ル㆒
生
者ハ
是レ
因
縁ノ
義ナ
リ
因
縁ノ
義ノ
故ニ
仮ニ
名ク
㆓
生ト
㆒
非ル
稲如キ
ニ
ハ
㆕ 
凡
夫ノ
謂フ
カ㆔
有ト
㆓
実ノ
衆
生
実ノ
生
死
㆒
也
問
曰
依テ
カ㆓
何ノ
義ニ
㆒
説ク
ヤ㆓
往
生ト
㆒
答
曰
於テ
㆓
此ノ
間ノ
仮
名
人ノ
中ニ
㆒
修ス
ル
ニ
㆓ 
五
念
門ヲ
㆒
前
念
与ト
㆓
後
念
㆒
作ナ
ル㆓
因ト
㆒
穢
土ノ
仮
名
人
浄
土ノ
仮
名
人
不ス
㆔
得
㆓
決
定シ
テ
一ヲ
㆒
不
㆔
得
㆓
決
定シ
テ
異ヲ
㆒
前
心
後
心
亦
如シ 
是ノ
㆒
何ヲ
以ノ
故ニ
若シ
一ナ
ラ
ハ
則
無ナケ
ム㆓
因
果
㆒
若シ
異ナ
ラ
ハ
則
非ス
㆓
相
続ニ
㆒
是ノ
義ハ
観ス
㆓
一
異ノ
門ヲ
㆒
論ノ
中ニ
委
曲ナ
リ 
（
同
前
九
│
一
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
往
生
に
つ
い
て
二
番
の
問
答
を
設
け
る
こ
と
で
、
往
生
が
我
法
二
執
に
よ
っ
て
妄
想
さ
れ
る
よ
う
な
実
体
的
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
概
念
的
に
往
生
と
い
う
行
為
を
分
別
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
実
体
執
が
破
斥
さ
れ
た
仮
名
人
と
し
て
穢
土
と
浄
土
の
不
一
不
異
に
処
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
往
生
の
意
味
を
確
か
め
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
浄
土
論
』
が
示
す
「
入
」「
出
」
は
得
生
と
見
仏
の
範
疇
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
浄
土
論
註
』
の
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、「
入
」「
出
」
に
「
次
第
の
相
」
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
が
実
体
執
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
空
間
的
な
あ
る
い
は
時
間
的
な
前
後
入
出
の
関
係
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
曇
鸞
は
、
門
者ハ
入
出ノ
義
也
如シ
㆘
人
得レ
ハ
 
門ヲ
㆒
則
入
出
無
碍ナ
ル
カ
㆖ 
前ノ
四
念ハ
是レ
入ル
㆓
安
楽
浄
土ニ
㆒
門ナ
リ
後ノ
一
念ハ
是レ
出ル
㆓
慈
悲
教
化ニ
㆒
門ナ
リ （
同
前
七
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
門
を
得
た
な
ら
ば
「
安
楽
浄
土
に
入
る
」
こ
と
と
「
慈
悲
教
化
に
出
で
る
」
こ
と
の
入
出
が
無
碍
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
念
仏
往
生
の
門
を
得
る
こ
と
が
人
を
し
て
生
死
を
超
え
さ
せ
、
し
か
も
「
出
」
と
い
う
方
向
性
を
も
っ
て
生
死
に
立
た
し
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
回
向
門
は
ど
こ
ま
で
も
回
入
教
化
の
出
門
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、「
回
向
に
二
種
の
相
有
り
」
と
い
う
曇
鸞
の
確
か
め
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
内
容
的
に
回
入
教
化
と
い
う
出
門
に
符
合
す
る
還
相
で
は
な
く
、『
浄
土
論
』
で
は
直
接
提
示
さ
れ
て
い
な
い
「
己
が
功
徳
を
以
て
一
切
衆
生
に
回
施
し
て
」
と
い
う
往
相
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
曇
鸞
が
い
わ
ゆ
る
五
念
配
釈
と
い
う
形
で
「
願
生
偈
」
に
五
念
門
を
配
当
し
、「
我
作
論
説
偈
　
願
見
弥
陀
仏
　
普
共
諸
衆
生
　
往
生
安
楽
国
」
と
い
う
末
尾
の
一
行
が
回
向
門
で
あ
る
と
確
か
め
て
い
く
中
㆓
㆓
（
）
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で
、
此ノ
四
句ハ
是
論
主ノ
回
向
門ナ
リ
回
向
者ハ
回シ
テ㆓
己レ
カ
功
徳ヲ
㆒
普ク
施シ
テ㆓
衆
生ニ
㆒
共ニ
見マ
ツ
リ
㆓ 
阿
弥
陀
如
来ヲ
㆒
生ト
ナ
リ
㆓ 
安
楽
国ニ
㆒ 
（
同
前
六
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
出
門
と
符
合
す
る
還
相
で
は
な
く
、
往
相
を
も
っ
て
「
論
主
の
回
向
門
な
り
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
往
相
に
こ
そ
曇
鸞
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
回
向
の
在
り
方
の
重
要
な
視
点
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
回
向
門
に
往
還
の
二
種
が
見
出
さ
れ
る
意
義
に
迫
る
鍵
は
曇
鸞
が
明
ら
か
に
す
る
往
生
の
内
容
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
二
、
往
生
と
教
化
　
往
生
に
つ
い
て
の
二
番
の
問
答
に
あ
る
よ
う
に
、
曇
鸞
は
往
生
を
「
因
縁
の
義
の
故
に
仮
に
生
と
名
づ
く
」
と
確
か
め
て
い
る
が
、
こ
の
因
縁
生
の
具
体
的
な
内
容
に
直
接
関
わ
る
の
が
「
仏
の
因
縁
法
」
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る
浄
土
の
荘
厳
功
徳
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
の
仏
国
土
の
荘
厳
功
徳
に
焦
点
を
当
て
て
因
縁
生
の
意
味
を
尋
ね
、
そ
れ
が
回
向
門
の
内
容
で
あ
る
回
入
教
化
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
ま
ず
確
か
め
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
荘
厳
功
徳
は
五
念
門
の
中
の
一
つ
で
あ
る
観
察
の
対
象
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
曇
鸞
は
、
一
者
在テ
㆑
此コヽ
ニ㆒
作テ
㆑
想ヲ
観ス
レ
ハ
㆓ 
彼ノ
三
種ノ
荘
厳
功
徳ヲ
㆒
此ノ
功
徳
如
実ナ
ル
カ
故ニ
修
行ス
レ
者ハ
亦
得ウ
㆓
如
実ノ
功
徳ヲ
㆒
如
実ノ
功
徳
者ハ
決
定シ
テ
得ル
ナ
リ
㆔ 
生ヲ
㆓
彼ノ
土ニ
㆒
二
者
亦
得レ
ハ㆔
生ヲ
㆓
彼ノ
浄
土ニ
㆒
即
見マ
ツ
ル
㆓ 
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
未
証
浄
心ノ
菩
薩
畢
竟シ
テ
得
㆓
証ス
平
等
法
身ヲ
㆒
与ト
㆓
浄
心ノ
菩
薩
㆒
与ト
㆓
上
地
菩
薩
㆒
畢
竟シ
テ
同ク
得ウ
㆓
寂
滅
平
等ヲ
㆒
　 
（
同
前
七
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
二
義
に
お
い
て
確
か
め
て
い
る
が
、
こ
の
観
察
と
い
う
行
そ
の
も
の
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
五
念
門
は
念
仏
往
生
の
門
で
あ
る
と
前
述
し
た
が
、
八
番
問
答
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
曇
鸞
は
こ
の
念
仏
往
生
の
根
拠
を
依
止
の
転
換
に
確
か
め
て
お
り
、
そ
こ
に
「
名
号
に
依
っ
て
生
ず
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
五
念
門
の
中
核
が
そ
れ
と
対
応
す
る
讃
嘆
門
に
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
そ
の
依
止
す
る
と
こ
ろ
の
名
号
が
、阿
弥
陀
如
来ノ
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量ノ
功
徳ノ
名
号ニ
 
（
同
前
六
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
荘
厳
功
徳
の
名
号
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
（
）
4
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が
、
名
号
に
よ
っ
て
往
生
が
成
り
立
つ
具
体
的
な
根
拠
（
す
な
わ
ち
「
功
徳
」
と
言
わ
れ
る
事
柄
の
内
実
）
を
明
ら
か
に
す
る
行
業
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
観
察
が
「
智
業
」
と
し
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、
礼
拝
・
讃
嘆
・
作
願
は
そ
れ
ぞ
れ
身
・
口
・
意
業
に
配
当
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
衆
生
の
虚
偽
顛
倒
の
業
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
依
止
の
転
換
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
清
浄
業
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
観
察
の
智
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
行
相
が
「
此
に
在
り
て
想
を
作
し
て
」
と
述
べ
ら
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
が
妄
想
の
心
の
延
長
線
上
に
予
想
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
依
止
の
転
換
は
讃
嘆
門
釈
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
光
明
に
よ
っ
て
無
明
が
照
破
さ
れ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
光
明
を
指
し
て
「
智
慧
の
相
」
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
で
言
う
智
業
は
仏
智
を
根
拠
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
る
。
一
方
で
、
荘
厳
功
徳
に
つ
い
て
は
、
国
土
荘
厳
の
総
相
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
清
浄
功
徳
に
お
い
て
、
仏
本ト
所ユ
㆔
以ヘ
起シ
タ
マ
フ
㆓
　
此
荘
厳
清
浄
功
徳ヲ
㆒
者ハ
見ミソ
ナ
ハ
シ
テ
㆘
　 
三
界ハ
是
虚
偽ノ
相
是
輪
転ノ
相
是レ
無
窮ノ
相ニ
シ
テ
如ク
㆓
蚇シヤク
蠖クワク
修
環クワ
ン
ス
ル
カ
㆒
　 
如ク
ナ
リ
 
蚕サム
繭ケン
ノ
自ミツ
カ
ラ
縛マツ
ワ
ル
㆒ 
哀アハ
レ
ナ
ル
　 
哉カナ
衆
生
締マツ
ワ
ル
ヽ
ヲ
㆗
　 
此ノ
三
界
顚
倒ノ
不
浄ニ
㆖
欲オホ
シ
メ
ス
㆘
　
置テ
㆔
衆
生ヲ
於ニ
㆓
不
虚
偽ノ
処
㆒
於ニ
㆓
不
輪
転
処
㆒
於
㆓
不
無
窮
処
㆒
得エシ
メ
ム
ト
㆗
　
畢
竟
安
楽ノ
大
清
浄
処ヲ
㆖
是ノ
故ニ
起シ
タ
マ
フ
㆓
　
此ノ
清
浄
荘
厳
功
徳ヲ
㆒
也 
（
同
前
一
三
│
一
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
が
虚
偽
不
実
の
相
に
纏
縛
さ
れ
て
い
る
衆
生
の
相
を
智
見
し
浄
土
を
得
さ
せ
る
た
め
に
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
曇
鸞
は
こ
の
不
実
の
相
を
仏
事
が
開
か
れ
る
根
源
と
し
て
「
不
実
の
功
徳
」
と
お
さ
え
、
そ
れ
が
本
願
の
名
号
に
依
止
す
る
と
こ
ろ
の
機
の
自
覚
相
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
智
業
観
察
は
仏
智
に
よ
っ
て
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
る
不
実
の
相
を
自
覚
す
る
こ
と
を
軸
に
、
荘
厳
功
徳
所
起
の
因
縁
を
作
想
し
了
知
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
曇
鸞
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
五
念
門
の
観
察
が
い
わ
ゆ
る
理
観
や
事
観
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
荘
厳
功
徳
の
因
縁
が
、
応シ
ト㆑
知ル
㆘
此ノ
三
種ノ
荘
厳
成
就ハ
由テ
㆔
本モト
四
十
八
願
等ノ
清
浄
願
心
之ノ
所ナ
ル
ニ
㆓ 
荘
厳シ
タ
マ
フ
㆒
　
因
浄ナ
ル
カ
故ニ
果
浄ナ
リ
非サ
ル
ナ
リ
ト
㆗
　 
無シ
ト㆑
因
他ノ
因ノ
有ニ
ハ㆖
也
 
（
同
前
一
二
五
頁
）
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
念
仏
往
生
を
成
り
立
た
し
め
る
と
こ
ろ
の
荘
厳
功
徳
の
内
実
と
そ
の
所
起
の
因
縁
を
了
知
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
観
察
は
、
願
心
荘
厳
の
道
理
を
聞
思
す
る
（
）
6
（
）
7
（
）
8
㆓
（
）
9
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で
、
此ノ
四
句ハ
是
論
主ノ
回
向
門ナ
リ
回
向
者ハ
回シ
テ㆓
己レ
カ
功
徳ヲ
㆒
普ク
施シ
テ㆓
衆
生ニ
㆒
共ニ
見マ
ツ
リ
㆓ 
阿
弥
陀
如
来ヲ
㆒
生ト
ナ
リ
㆓ 
安
楽
国ニ
㆒ 
（
同
前
六
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
出
門
と
符
合
す
る
還
相
で
は
な
く
、
往
相
を
も
っ
て
「
論
主
の
回
向
門
な
り
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
往
相
に
こ
そ
曇
鸞
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
回
向
の
在
り
方
の
重
要
な
視
点
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
回
向
門
に
往
還
の
二
種
が
見
出
さ
れ
る
意
義
に
迫
る
鍵
は
曇
鸞
が
明
ら
か
に
す
る
往
生
の
内
容
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
二
、
往
生
と
教
化
　
往
生
に
つ
い
て
の
二
番
の
問
答
に
あ
る
よ
う
に
、
曇
鸞
は
往
生
を
「
因
縁
の
義
の
故
に
仮
に
生
と
名
づ
く
」
と
確
か
め
て
い
る
が
、
こ
の
因
縁
生
の
具
体
的
な
内
容
に
直
接
関
わ
る
の
が
「
仏
の
因
縁
法
」
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る
浄
土
の
荘
厳
功
徳
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
の
仏
国
土
の
荘
厳
功
徳
に
焦
点
を
当
て
て
因
縁
生
の
意
味
を
尋
ね
、
そ
れ
が
回
向
門
の
内
容
で
あ
る
回
入
教
化
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
ま
ず
確
か
め
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
荘
厳
功
徳
は
五
念
門
の
中
の
一
つ
で
あ
る
観
察
の
対
象
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
曇
鸞
は
、
一
者
在テ
㆑
此コヽ
ニ㆒
作テ
㆑
想ヲ
観ス
レ
ハ
㆓ 
彼ノ
三
種ノ
荘
厳
功
徳ヲ
㆒
此ノ
功
徳
如
実ナ
ル
カ
故ニ
修
行ス
レ
者ハ
亦
得ウ
㆓
如
実ノ
功
徳ヲ
㆒
如
実ノ
功
徳
者ハ
決
定シ
テ
得ル
ナ
リ
㆔ 
生ヲ
㆓
彼ノ
土ニ
㆒
二
者
亦
得レ
ハ㆔
生ヲ
㆓
彼ノ
浄
土ニ
㆒
即
見マ
ツ
ル
㆓ 
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
未
証
浄
心ノ
菩
薩
畢
竟シ
テ
得
㆓
証ス
平
等
法
身ヲ
㆒
与ト
㆓
浄
心ノ
菩
薩
㆒
与ト
㆓
上
地
菩
薩
㆒
畢
竟シ
テ
同ク
得ウ
㆓
寂
滅
平
等ヲ
㆒
　 
（
同
前
七
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
二
義
に
お
い
て
確
か
め
て
い
る
が
、
こ
の
観
察
と
い
う
行
そ
の
も
の
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
五
念
門
は
念
仏
往
生
の
門
で
あ
る
と
前
述
し
た
が
、
八
番
問
答
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
曇
鸞
は
こ
の
念
仏
往
生
の
根
拠
を
依
止
の
転
換
に
確
か
め
て
お
り
、
そ
こ
に
「
名
号
に
依
っ
て
生
ず
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
五
念
門
の
中
核
が
そ
れ
と
対
応
す
る
讃
嘆
門
に
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
そ
の
依
止
す
る
と
こ
ろ
の
名
号
が
、阿
弥
陀
如
来ノ
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量ノ
功
徳ノ
名
号ニ
 
（
同
前
六
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
荘
厳
功
徳
の
名
号
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
（
）
4
（
）
5
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が
、
名
号
に
よ
っ
て
往
生
が
成
り
立
つ
具
体
的
な
根
拠
（
す
な
わ
ち
「
功
徳
」
と
言
わ
れ
る
事
柄
の
内
実
）
を
明
ら
か
に
す
る
行
業
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
観
察
が
「
智
業
」
と
し
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、
礼
拝
・
讃
嘆
・
作
願
は
そ
れ
ぞ
れ
身
・
口
・
意
業
に
配
当
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
衆
生
の
虚
偽
顛
倒
の
業
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
依
止
の
転
換
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
清
浄
業
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
観
察
の
智
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
行
相
が
「
此
に
在
り
て
想
を
作
し
て
」
と
述
べ
ら
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
が
妄
想
の
心
の
延
長
線
上
に
予
想
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
依
止
の
転
換
は
讃
嘆
門
釈
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
光
明
に
よ
っ
て
無
明
が
照
破
さ
れ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
光
明
を
指
し
て
「
智
慧
の
相
」
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
で
言
う
智
業
は
仏
智
を
根
拠
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
る
。
一
方
で
、
荘
厳
功
徳
に
つ
い
て
は
、
国
土
荘
厳
の
総
相
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
清
浄
功
徳
に
お
い
て
、
仏
本ト
所ユ
㆔
以ヘ
起シ
タ
マ
フ
㆓
　
此
荘
厳
清
浄
功
徳ヲ
㆒
者ハ
見ミソ
ナ
ハ
シ
テ
㆘
　 
三
界ハ
是
虚
偽ノ
相
是
輪
転ノ
相
是レ
無
窮ノ
相ニ
シ
テ
如ク
㆓
蚇シヤク
蠖クワク
修
環クワ
ン
ス
ル
カ
㆒
　 
如ク
ナ
リ
 
蚕サム
繭ケン
ノ
自ミツ
カ
ラ
縛マツ
ワ
ル
㆒ 
哀アハ
レ
ナ
ル
　 
哉カナ
衆
生
締マツ
ワ
ル
ヽ
ヲ
㆗
　 
此ノ
三
界
顚
倒ノ
不
浄ニ
㆖
欲オホ
シ
メ
ス
㆘
　
置テ
㆔
衆
生ヲ
於ニ
㆓
不
虚
偽ノ
処
㆒
於ニ
㆓
不
輪
転
処
㆒
於
㆓
不
無
窮
処
㆒
得エシ
メ
ム
ト
㆗
　
畢
竟
安
楽ノ
大
清
浄
処ヲ
㆖
是ノ
故ニ
起シ
タ
マ
フ
㆓
　
此ノ
清
浄
荘
厳
功
徳ヲ
㆒
也 
（
同
前
一
三
│
一
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
が
虚
偽
不
実
の
相
に
纏
縛
さ
れ
て
い
る
衆
生
の
相
を
智
見
し
浄
土
を
得
さ
せ
る
た
め
に
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
曇
鸞
は
こ
の
不
実
の
相
を
仏
事
が
開
か
れ
る
根
源
と
し
て
「
不
実
の
功
徳
」
と
お
さ
え
、
そ
れ
が
本
願
の
名
号
に
依
止
す
る
と
こ
ろ
の
機
の
自
覚
相
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
智
業
観
察
は
仏
智
に
よ
っ
て
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
る
不
実
の
相
を
自
覚
す
る
こ
と
を
軸
に
、
荘
厳
功
徳
所
起
の
因
縁
を
作
想
し
了
知
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
曇
鸞
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
五
念
門
の
観
察
が
い
わ
ゆ
る
理
観
や
事
観
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
荘
厳
功
徳
の
因
縁
が
、
応シ
ト㆑
知ル
㆘
此ノ
三
種ノ
荘
厳
成
就ハ
由テ
㆔
本モト
四
十
八
願
等ノ
清
浄
願
心
之ノ
所ナ
ル
ニ
㆓ 
荘
厳シ
タ
マ
フ
㆒
　
因
浄ナ
ル
カ
故ニ
果
浄ナ
リ
非サ
ル
ナ
リ
ト
㆗
　 
無シ
ト㆑
因
他ノ
因ノ
有ニ
ハ㆖
也
 
（
同
前
一
二
五
頁
）
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
念
仏
往
生
を
成
り
立
た
し
め
る
と
こ
ろ
の
荘
厳
功
徳
の
内
実
と
そ
の
所
起
の
因
縁
を
了
知
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
観
察
は
、
願
心
荘
厳
の
道
理
を
聞
思
す
る
（
）
6
（
）
7
（
）
8
㆓
（
）
9
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聞
思
観
で
あ
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
因
縁
生
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
曇
鸞
は
仏
国
土
の
荘
厳
功
徳
十
七
種
を
註
釈
し
た
直
後
に
、
往
生
に
つ
い
て
の
二
番
の
問
答
と
呼
応
す
る
形
で
「
願
生
安
楽
国
」
の
意
味
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
て
い
る
。
云
何
起ス 
次ヲ
㆒
建ハシ
メ
ノ
章ニ
言ノタ
マ
ヘ
リ
 
　
帰
命
無
碍
光
如
来
願
生
安
楽
国ト
㆒
此ノ
中ニ
有リ
㆑
疑
㆒
疑テ
言イフ
コ
ヽ
ロ
ハ
　
　
生ハ
為タリ
㆓
有ノ
本
衆
累
之
元モト
㆒
棄ステ
ヽ㆑
生ヲ
願ス
㆑
生ヲ
生
何ソ
可キ
ヤ㆑
尽ク
為ニ
㆑
釈セ
ム㆓
此ノ
疑ヲ
㆒
是ノ
故ニ
観ス
㆓
彼ノ
浄
土ノ
荘
厳
功
徳
成
就ヲ
㆒
明アキ
ラ
ケ
シ
　 
彼ノ
浄
土ハ
是
阿
弥
陀
如
来ノ
清
浄
本
願ノ
無
生
之
生ナ
リ
非ル
㆑
如キ
ニ
ハ
㆓ 
三
有
虚
妄ノ
生ノ
㆒
也
何ヲ
以テ
言イフ
ト
ナ
ラ
ハ
 
　
之ヲ
㆒
夫レ
法
性
清
浄ニ
シ
テ
畢
竟
無
生ナ
リ
言
㆑
生
者ハ
是
得
生ノ
者ヒト
之
情コヽ
ロ
 
耳ク
ノ
ミ
ト
 
（
同
前
一
〇
三
頁
）
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
生
を
願
う
と
い
う
こ
と
が
迷
い
の
生
の
連
鎖
を
招
く
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
実
体
執
の
疑
義
を
解
く
も
の
が
観
察
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
二
番
の
問
答
で
は
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
浄
土
の
意
味
に
つ
い
て
「
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
本
願
の
無
生
の
生
な
り
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
不
実
の
自
覚
に
基
づ
く
と
い
う
観
察
の
在
り
方
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
浄
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
こ
と
が
衆
生
を
し
て
不
実
の
自
覚
に
徹
底
さ
せ
限
り
な
く
虚
妄
分
別
を
否
定
す
る
と
い
う
形
で
生
に
対
す
る
実
体
執
の
束
縛
か
ら
解
放
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
通
し
て
浄
土
が
功
徳
と
し
て
法
性
よ
り
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
質
を
明
知
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
願
う
と
こ
ろ
の
「
生
」
の
在
り
方
が
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
曇
鸞
が
こ
の
「
生
」
を
指
し
て
「
得
生
の
者
の
情
」
の
一
点
に
お
い
て
お
さ
え
切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
浄
土
の
生
は
浄
土
の
本
質
を
「
明あきら
け
し
」
と
頷
く
と
こ
ろ
の
実
体
執
を
超
え
た
「
情こころ
」
に
「
得
生
の
者
」
の
境
界
と
し
て
開
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
こ
の
中
に
あ
っ
て
注
目
し
た
い
の
は
、
無
生
の
生
が
実
体
執
か
ら
逃
れ
難
い
下
々
品
に
お
い
て
は
成
立
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
い
が
立
て
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
願
生
心
に
お
い
て
そ
の
解
決
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
又
如シ
㆘
氷コホリ
上ニ
燃ク
㆑
火ヲ
火
猛タケ
ヽ
レ
ハ
　 
則
氷
解トク
氷リ
解レ
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則
火
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ル
カ
㆖ 
彼ノ
下
品
人
雖モ
㆑
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ト㆑
知ラ
㆓
法
性
無
生ヲ
㆒
但
以テ
㆕
称ス
ル㆓
仏
名ヲ
㆒
力ヲ
㆔
作シ
テ㆓
往
生ノ
意ヲ
㆒
願ル
ニ㆑
生ト
㆓
彼ノ
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㆒
彼ノ
土
是
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生ノ
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レ
ハ
見
生
之
火
自
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ル
ナ
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（
同
前
一
〇
六
│
一
〇
七
頁
）
こ
こ
に
は
、
下
々
品
に
お
け
る
実
体
執
の
問
題
が
「
仏
名
を
称
す
る
力
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
願
生
心
に
お
い
て
自
然
に
滅
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
曇
鸞
は
五
念
門
を
得
生
を
実
現
す
る
力
用
を
具
備
す
る
「
五
念
力
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
仏
名
を
称
す
る
力
」
は
荘
厳
功
徳
の
名
号
に
依
止
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
（
）
10
㆓
㆓
㆓
（
）
11
63
が
っ
て
、
そ
こ
に
生
起
す
る
願
生
心
に
お
い
て
「
得
生
の
者
の
情
」
と
し
て
の
無
生
の
生
が
成
り
立
つ
と
い
う
曇
鸞
の
指
摘
は
、
願
生
心
の
生
起
そ
の
も
の
に
浄
土
の
功
徳
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
荘
厳
功
徳
の
功
徳
た
る
所
以
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
曇
鸞
が
言
う
願
生
心
と
は
、
浄
土
を
無
反
省
に
遠
称
の
的
と
し
射
程
に
入
れ
希
求
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
彼
土
と
い
う
形
で
三
界
を
超
越
す
る
彼
方
に
浄
土
を
見
定
め
な
が
ら
も
、
法
性
よ
り
功
徳
と
し
て
作
用
す
る
力
に
よ
っ
て
得
生
と
い
う
覚
醒
を
内
に
湛
え
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
不
実
の
自
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
体
執
は
限
り
な
く
否
定
さ
れ
続
け
る
と
い
う
態
を
も
っ
て
「
自
然
に
滅
す
る
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
曇
鸞
は
、
第
一
義
諦
者ハ
仏ノ
因
縁
法
也
此ノ
諦ハ
是レ
境ノ
義ナ
リ
是ノ
故ニ
荘
厳
等ノ
十
六
句ヲ
称シ
テ
為ス
㆓
妙
境
界
相ト
㆒ 
（
同
前
一
〇
二
│
一
〇
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
空
性
真
如
を
指
す
第
一
義
諦
を
「
仏
の
因
縁
法
」
と
お
さ
え
て
、
功
徳
と
し
て
開
か
れ
る
荘
厳
の
因
縁
の
上
に
そ
の
意
味
を
見
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
空
性
に
お
け
る
空
用
の
面
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
曇
鸞
の
こ
の
確
か
め
は
、
荘
厳
功
徳
そ
の
も
の
に
真
如
の
境
界
で
あ
る
無
生
を
「
生
」
と
い
う
質
を
も
っ
て
衆
生
に
成
り
立
た
し
め
る
用
（
は
た
ら
き
）
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
願
に
よ
る
功
徳
の
荘
厳
と
い
う
因
縁
法
自
体
に
願
生
心
の
生
起
の
因
縁
が
あ
る
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
願
生
心
は
本
願
が
浄
土
を
荘
厳
す
る
因
縁
法
に
よ
っ
て
そ
の
功
徳
を
受
用
す
る
と
い
う
形
で
荘
厳
さ
れ
た
（
か
ざ
ら
れ
た
）
も
の
、
す
な
わ
ち
願
心
荘
厳
そ
れ
自
体
が
願
生
心
の
荘
厳
で
あ
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
仮
に
聞
思
観
と
名
づ
け
た
観
察
が
願
生
心
自
体
の
行
的
展
開
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
曇
鸞
が
願
生
と
得
生
の
分
限
を
明
確
に
分
け
つ
つ
、「
仏
の
因
縁
法
」
の
名
の
も
と
に
そ
の
不
可
分
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
確
か
め
よ
う
と
し
た
因
縁
生
の
内
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
因
縁
生
と
教
化
の
関
係
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
直
接
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
仏
国
土
の
十
七
種
の
中
で
は
次
の
主
功
徳
に
つ
い
て
の
曇
鸞
の
確
か
め
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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聞
思
観
で
あ
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
因
縁
生
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
曇
鸞
は
仏
国
土
の
荘
厳
功
徳
十
七
種
を
註
釈
し
た
直
後
に
、
往
生
に
つ
い
て
の
二
番
の
問
答
と
呼
応
す
る
形
で
「
願
生
安
楽
国
」
の
意
味
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
て
い
る
。
云
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（
同
前
一
〇
三
頁
）
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
生
を
願
う
と
い
う
こ
と
が
迷
い
の
生
の
連
鎖
を
招
く
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
実
体
執
の
疑
義
を
解
く
も
の
が
観
察
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
二
番
の
問
答
で
は
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
浄
土
の
意
味
に
つ
い
て
「
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
本
願
の
無
生
の
生
な
り
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
不
実
の
自
覚
に
基
づ
く
と
い
う
観
察
の
在
り
方
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
浄
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
こ
と
が
衆
生
を
し
て
不
実
の
自
覚
に
徹
底
さ
せ
限
り
な
く
虚
妄
分
別
を
否
定
す
る
と
い
う
形
で
生
に
対
す
る
実
体
執
の
束
縛
か
ら
解
放
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
通
し
て
浄
土
が
功
徳
と
し
て
法
性
よ
り
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
質
を
明
知
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
願
う
と
こ
ろ
の
「
生
」
の
在
り
方
が
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
曇
鸞
が
こ
の
「
生
」
を
指
し
て
「
得
生
の
者
の
情
」
の
一
点
に
お
い
て
お
さ
え
切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
浄
土
の
生
は
浄
土
の
本
質
を
「
明あきら
け
し
」
と
頷
く
と
こ
ろ
の
実
体
執
を
超
え
た
「
情こころ
」
に
「
得
生
の
者
」
の
境
界
と
し
て
開
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
こ
の
中
に
あ
っ
て
注
目
し
た
い
の
は
、
無
生
の
生
が
実
体
執
か
ら
逃
れ
難
い
下
々
品
に
お
い
て
は
成
立
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
い
が
立
て
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
願
生
心
に
お
い
て
そ
の
解
決
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
又
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（
同
前
一
〇
六
│
一
〇
七
頁
）
こ
こ
に
は
、
下
々
品
に
お
け
る
実
体
執
の
問
題
が
「
仏
名
を
称
す
る
力
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
願
生
心
に
お
い
て
自
然
に
滅
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
曇
鸞
は
五
念
門
を
得
生
を
実
現
す
る
力
用
を
具
備
す
る
「
五
念
力
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
仏
名
を
称
す
る
力
」
は
荘
厳
功
徳
の
名
号
に
依
止
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
（
）
10
㆓
㆓
㆓
（
）
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63
が
っ
て
、
そ
こ
に
生
起
す
る
願
生
心
に
お
い
て
「
得
生
の
者
の
情
」
と
し
て
の
無
生
の
生
が
成
り
立
つ
と
い
う
曇
鸞
の
指
摘
は
、
願
生
心
の
生
起
そ
の
も
の
に
浄
土
の
功
徳
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
荘
厳
功
徳
の
功
徳
た
る
所
以
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
曇
鸞
が
言
う
願
生
心
と
は
、
浄
土
を
無
反
省
に
遠
称
の
的
と
し
射
程
に
入
れ
希
求
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
彼
土
と
い
う
形
で
三
界
を
超
越
す
る
彼
方
に
浄
土
を
見
定
め
な
が
ら
も
、
法
性
よ
り
功
徳
と
し
て
作
用
す
る
力
に
よ
っ
て
得
生
と
い
う
覚
醒
を
内
に
湛
え
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
不
実
の
自
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
体
執
は
限
り
な
く
否
定
さ
れ
続
け
る
と
い
う
態
を
も
っ
て
「
自
然
に
滅
す
る
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
曇
鸞
は
、
第
一
義
諦
者ハ
仏ノ
因
縁
法
也
此ノ
諦ハ
是レ
境ノ
義ナ
リ
是ノ
故ニ
荘
厳
等ノ
十
六
句ヲ
称シ
テ
為ス
㆓
妙
境
界
相ト
㆒ 
（
同
前
一
〇
二
│
一
〇
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
空
性
真
如
を
指
す
第
一
義
諦
を
「
仏
の
因
縁
法
」
と
お
さ
え
て
、
功
徳
と
し
て
開
か
れ
る
荘
厳
の
因
縁
の
上
に
そ
の
意
味
を
見
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
空
性
に
お
け
る
空
用
の
面
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
曇
鸞
の
こ
の
確
か
め
は
、
荘
厳
功
徳
そ
の
も
の
に
真
如
の
境
界
で
あ
る
無
生
を
「
生
」
と
い
う
質
を
も
っ
て
衆
生
に
成
り
立
た
し
め
る
用
（
は
た
ら
き
）
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
願
に
よ
る
功
徳
の
荘
厳
と
い
う
因
縁
法
自
体
に
願
生
心
の
生
起
の
因
縁
が
あ
る
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
願
生
心
は
本
願
が
浄
土
を
荘
厳
す
る
因
縁
法
に
よ
っ
て
そ
の
功
徳
を
受
用
す
る
と
い
う
形
で
荘
厳
さ
れ
た
（
か
ざ
ら
れ
た
）
も
の
、
す
な
わ
ち
願
心
荘
厳
そ
れ
自
体
が
願
生
心
の
荘
厳
で
あ
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
仮
に
聞
思
観
と
名
づ
け
た
観
察
が
願
生
心
自
体
の
行
的
展
開
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
曇
鸞
が
願
生
と
得
生
の
分
限
を
明
確
に
分
け
つ
つ
、「
仏
の
因
縁
法
」
の
名
の
も
と
に
そ
の
不
可
分
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
確
か
め
よ
う
と
し
た
因
縁
生
の
内
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
因
縁
生
と
教
化
の
関
係
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
直
接
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
仏
国
土
の
十
七
種
の
中
で
は
次
の
主
功
徳
に
つ
い
て
の
曇
鸞
の
確
か
め
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
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願シ
テ㆘
生テ
㆓
三
界ニ
㆒
教
㆗
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こ
こ
で
曇
鸞
は
、
住
持
の
意
味
を
煩
悩
の
只
中
に
お
い
て
も
教
化
の
心
を
散
失
さ
せ
な
い
仏
力
と
し
て
確
か
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
因
縁
生
を
得
る
者
に
教
化
の
志
願
を
与
え
そ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
仏
力
の
本
質
が
あ
る
こ
と
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
そ
の
「
衆
生
を
教
化
せ
ん
」
と
い
う
菩
提
心
の
発
起
が
因
縁
生
と
即
時
に
で
は
な
く
「
後
の
時
に
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
曇
鸞
が
言
う
因
縁
生
と
は
仏
の
因
縁
法
に
よ
っ
て
生
起
し
た
願
生
心
に
お
い
て
実
態
執
を
自
覚
的
に
超
え
て
、
し
か
も
慈
悲
教
化
の
た
め
に
「
出
」
と
い
う
方
向
性
を
も
っ
て
生
死
に
処
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
浄
土
の
命
を
捨
て
て
」「
三
界
雑
生
の
火
の
中
に
生
ず
」
と
い
う
こ
と
は
願
生
心
に
直
ち
に
備
わ
る
本
望
と
言
う
べ
き
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
教
化
を
「
後
の
時
」
と
あ
え
て
述
べ
る
こ
と
は
、
願
生
心
と
教
化
心
が
不
可
分
な
も
の
で
あ
り
つ
つ
も
、
そ
の
教
化
の
実
践
が
願
生
心
と
は
即
一
的
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
願
生
心
と
教
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
眷
属
功
徳
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼ノ
安
楽
国
土ハ
莫シ
㆕
非ル
コ
ト
㆔ 
是
阿
弥
陀
如
来
正
覚
浄
花
之
所ニ
㆓
化
生ス
ル㆒
同
一ニ
念
仏シ
テ
無キ
カ㆓
別ノ
道
㆒
故ニ
遠ク
通ス
ル
ニ
夫レ
四
海
之
内
皆
為スル
㆓
兄
弟ト
㆒
也
眷
属
無
量ナ
リ
焉イツ
ク
ン
ソ
　 
可キ
ヤ㆓
思
議ス
㆒ 
（
同
前
九
八
頁
）
こ
こ
で
曇
鸞
は
眷
属
の
意
味
を
「
同
一
念
仏
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
願
生
者
が
浄
土
の
眷
属
で
あ
る
か
否
か
の
分
か
れ
目
が
、
名
号
に
依
止
す
る
こ
と
を
通
し
て
自
身
が
同
一
念
仏
の
眷
属
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
か
否
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
、
曇
鸞
は
往
生
の
機
を
『
観
経
』
下
々
品
に
説
か
れ
る
十
悪
五
逆
の
愚
人
と
お
さ
え
、
そ
れ
を
煩
悩
成
就
の
凡
夫
の
自
覚
に
お
い
て
徹
底
し
て
お
り
、
願
生
者
が
正
定
聚
に
入
る
因
縁
を
教
化
で
は
な
く
「
国
土
の
名
字
仏
事
を
為
す
」
と
い
う
一
点
に
お
い
て
お
さ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
浄
土
の
眷
属
を
生
む
仏
事
が
自
己
の
役
割
と
し
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
自
覚
内
容
に
お
い
て
あ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
願
生
心
に
二
次
的
に
で
は
あ
る
が
教
化
実
践
の
志
願
が
発
起
す
る
こ
と
は
、
一
切
衆
生
を
摂
取
し
よ
う
と
す
る
如
来
の
本
願
が
そ
れ
に
よ
っ
て
連
続
無
窮
に
浄
土
の
眷
属
を
新
生
さ
せ
て
願
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
か
ら
に
他
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
教
化
の
志
願
は
浄
土
の
功
徳
に
よ
っ
て
与
㆓
（
）
13
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え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
願
生
者
そ
の
人
が
機
の
分
際
を
忘
却
し
て
そ
れ
を
自
ら
が
な
し
た
仏
事
で
あ
る
と
誤
謬
し
た
な
ら
ば
そ
の
瞬
間
に
す
で
に
浄
土
の
眷
属
で
あ
る
根
拠
は
失
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
五
念
門
は
一
念
仏
門
の
五
相
で
あ
る
と
も
言
い
得
る
た
め
、
回
入
教
化
を
内
容
と
す
る
回
向
門
は
念
仏
往
生
の
内
容
に
具
備
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
曇
鸞
の
こ
れ
ら
の
確
か
め
は
念
仏
者
に
な
る
こ
と
と
教
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
同
一
線
上
に
あ
り
つ
つ
も
そ
の
自
覚
に
お
い
て
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、
二
次
的
に
で
は
あ
っ
て
も
教
化
の
志
願
を
発
起
す
る
願
生
者
に
お
い
て
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
る
か
否
か
に
ま
た
大
乗
の
仏
道
の
開
顕
を
宣
言
し
よ
う
と
す
る
曇
鸞
の
課
題
の
成
否
が
問
わ
れ
て
く
る
と
言
え
る
。
こ
こ
に
、
回
向
門
に
お
い
て
殊
更
に
功
徳
を
回
施
す
る
と
い
う
往
相
が
確
か
め
ら
れ
て
い
く
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。三
、
作
心
の
超
克
と
功
徳
の
回
施
　
曇
鸞
は
観
察
の
第
二
義
と
し
て
見
仏
に
よ
っ
て
「
未
証
浄
心
の
菩
薩
畢
竟
じ
て
平
等
法
身
を
得
証
す
」
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
菩
薩
に
お
け
る
教
化
成
立
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
関
わ
る
仏
・
菩
薩
荘
厳
以
降
の
箇
所
を
通
し
て
、
曇
鸞
が
教
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
、
回
向
門
に
往
相
が
見
出
さ
れ
る
意
義
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。
　
曇
鸞
は
仏
の
八
種
荘
厳
の
中
で
不
虚
作
住
持
功
徳
を
「
こ
れ
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
な
り
」
と
確
か
め
て
い
る
が
、
そ
の
不
虚
作
住
持
功
徳
が
起
こ
さ
れ
る
意
趣
を
、
仏
本
何カ
故ソ
起シ
タ
マ
フ
ト
㆓
　 
此ノ
荘
厳ヲ
㆒
見ス
ニ㆓
有ル
如
来ヲ
㆒
但
以テ
㆓
声
聞ヲ
㆒
為ス
㆓
僧ト
㆒
無シ
㆕
求ル
㆓
仏
道ヲ
㆒
者ノ
㆔
或ハ
有リ
㆘
値マウ
ア
ヒ
㆓ 
仏ニ
㆒
而トモ
不ル
㆗
㆗
勉マヌ
カ
レ
㆗ 
三
塗ヲ
㆖
善
星
提
婆
達
多
居ク
迦カ
離
等
是
也
又
人
聞テ
㆓
仏ノ
名
号ヲ
㆒
発ト
モ㆓
無
上
道
心ヲ
㆒
遇テ
㆓
悪ノ
因
縁ニ
㆒
退シ
テ
入ル
㆓
声
聞
辟
支
仏
地ニ
㆒
者ノ
ア
リ
有リ
㆘
如キ
㆓
是ノ
㆒
等ラ
ノ
空
過ノ
者ノ
退
没ノ
者ノ
㆖
是ノ
故ニ
願シ
テ
言マ
ハ
ク
使メ
ム
ト
㆘ 
我レ
成
仏セ
ム
時
値
㆓
遇セ
ム
我ニ
㆒
者ノ
皆
速ソク
疾シチ
ニ
 
満
㆗
足セ
無
上
大
宝ヲ
㆖ 
（
同
前
五
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
空
過
や
名
号
に
依
止
し
て
菩
提
心
を
起
こ
し
な
が
ら
も
退
没
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
に
確
か
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
見
仏
に
よ
っ
て
未
証
浄
心
の
菩
薩
が
平
等
法
身
を
畢
竟
得
証
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
も
、「
我
（
仏
）
に
値
遇
せ
ん
者
」
が
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
退
没
か
ら
ま
ぬ
が
れ
菩
提
を
成
就
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
焦
点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
）
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同
前
九
七
│
九
八
頁
）
こ
こ
で
曇
鸞
は
、
住
持
の
意
味
を
煩
悩
の
只
中
に
お
い
て
も
教
化
の
心
を
散
失
さ
せ
な
い
仏
力
と
し
て
確
か
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
因
縁
生
を
得
る
者
に
教
化
の
志
願
を
与
え
そ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
仏
力
の
本
質
が
あ
る
こ
と
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
そ
の
「
衆
生
を
教
化
せ
ん
」
と
い
う
菩
提
心
の
発
起
が
因
縁
生
と
即
時
に
で
は
な
く
「
後
の
時
に
」
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
曇
鸞
が
言
う
因
縁
生
と
は
仏
の
因
縁
法
に
よ
っ
て
生
起
し
た
願
生
心
に
お
い
て
実
態
執
を
自
覚
的
に
超
え
て
、
し
か
も
慈
悲
教
化
の
た
め
に
「
出
」
と
い
う
方
向
性
を
も
っ
て
生
死
に
処
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
浄
土
の
命
を
捨
て
て
」「
三
界
雑
生
の
火
の
中
に
生
ず
」
と
い
う
こ
と
は
願
生
心
に
直
ち
に
備
わ
る
本
望
と
言
う
べ
き
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
教
化
を
「
後
の
時
」
と
あ
え
て
述
べ
る
こ
と
は
、
願
生
心
と
教
化
心
が
不
可
分
な
も
の
で
あ
り
つ
つ
も
、
そ
の
教
化
の
実
践
が
願
生
心
と
は
即
一
的
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
願
生
心
と
教
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
眷
属
功
徳
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼ノ
安
楽
国
土ハ
莫シ
㆕
非ル
コ
ト
㆔ 
是
阿
弥
陀
如
来
正
覚
浄
花
之
所ニ
㆓
化
生ス
ル㆒
同
一ニ
念
仏シ
テ
無キ
カ㆓
別ノ
道
㆒
故ニ
遠ク
通ス
ル
ニ
夫レ
四
海
之
内
皆
為スル
㆓
兄
弟ト
㆒
也
眷
属
無
量ナ
リ
焉イツ
ク
ン
ソ
　 
可キ
ヤ㆓
思
議ス
㆒ 
（
同
前
九
八
頁
）
こ
こ
で
曇
鸞
は
眷
属
の
意
味
を
「
同
一
念
仏
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
願
生
者
が
浄
土
の
眷
属
で
あ
る
か
否
か
の
分
か
れ
目
が
、
名
号
に
依
止
す
る
こ
と
を
通
し
て
自
身
が
同
一
念
仏
の
眷
属
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
か
否
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
、
曇
鸞
は
往
生
の
機
を
『
観
経
』
下
々
品
に
説
か
れ
る
十
悪
五
逆
の
愚
人
と
お
さ
え
、
そ
れ
を
煩
悩
成
就
の
凡
夫
の
自
覚
に
お
い
て
徹
底
し
て
お
り
、
願
生
者
が
正
定
聚
に
入
る
因
縁
を
教
化
で
は
な
く
「
国
土
の
名
字
仏
事
を
為
す
」
と
い
う
一
点
に
お
い
て
お
さ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
浄
土
の
眷
属
を
生
む
仏
事
が
自
己
の
役
割
と
し
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
自
覚
内
容
に
お
い
て
あ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
願
生
心
に
二
次
的
に
で
は
あ
る
が
教
化
実
践
の
志
願
が
発
起
す
る
こ
と
は
、
一
切
衆
生
を
摂
取
し
よ
う
と
す
る
如
来
の
本
願
が
そ
れ
に
よ
っ
て
連
続
無
窮
に
浄
土
の
眷
属
を
新
生
さ
せ
て
願
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
か
ら
に
他
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
教
化
の
志
願
は
浄
土
の
功
徳
に
よ
っ
て
与
㆓
（
）
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65
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
願
生
者
そ
の
人
が
機
の
分
際
を
忘
却
し
て
そ
れ
を
自
ら
が
な
し
た
仏
事
で
あ
る
と
誤
謬
し
た
な
ら
ば
そ
の
瞬
間
に
す
で
に
浄
土
の
眷
属
で
あ
る
根
拠
は
失
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
五
念
門
は
一
念
仏
門
の
五
相
で
あ
る
と
も
言
い
得
る
た
め
、
回
入
教
化
を
内
容
と
す
る
回
向
門
は
念
仏
往
生
の
内
容
に
具
備
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
曇
鸞
の
こ
れ
ら
の
確
か
め
は
念
仏
者
に
な
る
こ
と
と
教
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
同
一
線
上
に
あ
り
つ
つ
も
そ
の
自
覚
に
お
い
て
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、
二
次
的
に
で
は
あ
っ
て
も
教
化
の
志
願
を
発
起
す
る
願
生
者
に
お
い
て
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
る
か
否
か
に
ま
た
大
乗
の
仏
道
の
開
顕
を
宣
言
し
よ
う
と
す
る
曇
鸞
の
課
題
の
成
否
が
問
わ
れ
て
く
る
と
言
え
る
。
こ
こ
に
、
回
向
門
に
お
い
て
殊
更
に
功
徳
を
回
施
す
る
と
い
う
往
相
が
確
か
め
ら
れ
て
い
く
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。三
、
作
心
の
超
克
と
功
徳
の
回
施
　
曇
鸞
は
観
察
の
第
二
義
と
し
て
見
仏
に
よ
っ
て
「
未
証
浄
心
の
菩
薩
畢
竟
じ
て
平
等
法
身
を
得
証
す
」
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
菩
薩
に
お
け
る
教
化
成
立
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
関
わ
る
仏
・
菩
薩
荘
厳
以
降
の
箇
所
を
通
し
て
、
曇
鸞
が
教
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
、
回
向
門
に
往
相
が
見
出
さ
れ
る
意
義
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。
　
曇
鸞
は
仏
の
八
種
荘
厳
の
中
で
不
虚
作
住
持
功
徳
を
「
こ
れ
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
な
り
」
と
確
か
め
て
い
る
が
、
そ
の
不
虚
作
住
持
功
徳
が
起
こ
さ
れ
る
意
趣
を
、
仏
本
何カ
故ソ
起シ
タ
マ
フ
ト
㆓
　 
此ノ
荘
厳ヲ
㆒
見ス
ニ㆓
有ル
如
来ヲ
㆒
但
以テ
㆓
声
聞ヲ
㆒
為ス
㆓
僧ト
㆒
無シ
㆕
求ル
㆓
仏
道ヲ
㆒
者ノ
㆔
或ハ
有リ
㆘
値マウ
ア
ヒ
㆓ 
仏ニ
㆒
而トモ
不ル
㆗
㆗
勉マヌ
カ
レ
㆗ 
三
塗ヲ
㆖
善
星
提
婆
達
多
居ク
迦カ
離
等
是
也
又
人
聞テ
㆓
仏ノ
名
号ヲ
㆒
発ト
モ㆓
無
上
道
心ヲ
㆒
遇テ
㆓
悪ノ
因
縁ニ
㆒
退シ
テ
入ル
㆓
声
聞
辟
支
仏
地ニ
㆒
者ノ
ア
リ
有リ
㆘
如キ
㆓
是ノ
㆒
等ラ
ノ
空
過ノ
者ノ
退
没ノ
者ノ
㆖
是ノ
故ニ
願シ
テ
言マ
ハ
ク
使メ
ム
ト
㆘ 
我レ
成
仏セ
ム
時
値
㆓
遇セ
ム
我ニ
㆒
者ノ
皆
速ソク
疾シチ
ニ
 
満
㆗
足セ
無
上
大
宝ヲ
㆖ 
（
同
前
五
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
空
過
や
名
号
に
依
止
し
て
菩
提
心
を
起
こ
し
な
が
ら
も
退
没
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
に
確
か
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
見
仏
に
よ
っ
て
未
証
浄
心
の
菩
薩
が
平
等
法
身
を
畢
竟
得
証
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
も
、「
我
（
仏
）
に
値
遇
せ
ん
者
」
が
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
退
没
か
ら
ま
ぬ
が
れ
菩
提
を
成
就
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
焦
点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
）
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こ
の
平
等
法
身
と
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
つ
い
て
、
曇
鸞
は
前
者
を
「
八
地
已
上
の
法
性
生
身
の
菩
薩
」
と
、
ま
た
後
者
を
「
初
地
已
上
七
地
已
還
の
諸
の
菩
薩
」
と
い
う
よ
う
に
位
置
づ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
事
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
初ヨ
リ
無シ
㆓
往
来ノ
想
供
養ノ
想
度
脱ノ
想
㆒
是ノ
故ニ
此ノ
身ヲ
名テ
為ス
㆓
平
等
法
身ト
㆒
此
法ヲ
名
為スル
㆓
寂
滅
平
等ノ
法ト
㆒
也 
（
同
前
一
一
五
頁
）
要ス
須モチ
ヰ
テ
㆓ 
作
心ヲ
㆒
入ル
㆓
三
昧ニ
㆒
乃
能ク
非ス
㆑
不ル
ニ
ハ
㆓ 
作
心セ
㆒
以ノ
㆓
作
心ヲ
㆒
故ニ
名
為ス
㆓
未
得
浄
心ト
㆒ 
（
同
前
一
一
五
頁
）
こ
れ
に
よ
っ
て
知
り
得
る
こ
と
は
、
両
者
の
差
異
は
仏
事
を
な
す
に
あ
た
っ
て
の
「
作
心
」
の
有
無
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
見
仏
に
お
い
て
退
没
を
脱
却
す
る
と
い
う
事
柄
の
核
心
は
、
こ
の
作
心
を
超
克
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
平
等
法
身
の
菩
薩
は
具
体
的
に
は
菩
薩
の
四
種
荘
厳
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
内
容
と
し
て
は
本
処
を
動
ぜ
ず
に
十
方
に
至
り
、
時
間
の
前
後
も
残
余
も
無
く
一
切
を
教
化
し
三
宝
を
紹
隆
す
る
と
い
う
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
曇
鸞
は
特
に
第
四
の
「
無
三
宝
の
処
」
に
お
い
て
の
教
化
に
重
要
な
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
五
濁
無
仏
の
時
世
を
自
己
の
在
処
と
す
る
曇
鸞
に
と
っ
て
の
特
別
の
注
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
指
し
て
、
真
如ハ
是
諸
法ノ
正
体ナ
リ
体
如ニ
而シテ
行ス
レ
ハ
則
是
不
行ナ
リ
不
行ニ
而シテ
行ス
ル
ヲ
名ク
㆓
如
実
修
行ト
㆒
体ハ
唯
一
如ナ
レ
而トモ
義ヲ
シ
テ
分テ
為ス
㆑
四ト
 
（
同
前
一
二
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
不
行
而
行
の
境
界
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
教
化
意
識
で
あ
る
作
心
が
あ
る
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
は
明
ら
か
に
隔
絶
し
た
も
の
で
あ
る
。
曇
鸞
が
、
願テ
㆑
生ム
ト㆓
安
楽
浄
土ニ
㆒
即
見マ
ツ
ル
㆓ 
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
見ツ
ル㆓
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
時
与ト
㆓
上
地ノ
諸ノ
菩
薩
㆒
畢
竟シ
テ
身
等シ
ク
法
等ヒトシ
龍
樹
菩
薩
婆
藪
槃
頭
菩
薩ノ
輩ラ
願ス
ル㆑
生ト
㆑
彼ニ
者ハ
当ニ
㆑
為メ
ナ
ル
㆑ 
此カ
耳ク
ノ
ミ
ト
 
（
同
前
一
一
五
│
一
一
六
頁
）
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
、『
浄
土
論
註
』
に
お
い
て
大
乗
不
退
の
菩
薩
道
の
回
復
を
課
題
に
す
る
に
あ
た
っ
て
の
枢
要
が
見
仏
に
よ
る
作
心
の
超
克
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
両
者
の
隔
絶
は
必
ず
突
破
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
見
そ
の
隔
た
り
は
解
消
し
よ
う
の
無
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
　
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
曇
鸞
が
未
証
浄
心
と
平
等
法
身
と
の
「
畢
竟
平
等
」
と
い
う
関
係
性
に
つ
い
て
、
言
畢
竟
者ハ
未タ
㆑
言イフ
ニ㆓
即
等ト
㆒
也
畢
竟シ
テ
不ル
カ㆑
失ハ
㆓
此ノ
等シ
キ
コ
ト
ヲ
㆒
　 
故ニ
言イフ
等ト
耳ナラ
ク
ノ
ミ
ト
 
（
同
前
一
一
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
「
即
等
」
で
は
な
い
と
断
っ
た
上
で
、
畢
竟
じ
て
等
し
い
と
い
う
こ
と
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
指
し
て
「
等
」
と
言
う
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
畢
竟
不
失
」
に
「
等
」
の
意
味
を
確
か
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
得
生
者
に
（
）
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お
け
る
作
心
の
超
克
と
教
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
鍵
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
曇
鸞
は
こ
の
「
畢
竟
平
等
」
に
つ
い
て
、
問
曰
若シ
不ハ
㆓
即チ
等ラ
㆒
復
何ヲ
待マチ
テ
カ　
言
㆓
菩
薩ト
㆒
但
登レ
ハ
 
初
地ニ
㆒
以テ
漸ク
増
進シ
テ
自
然ニ
当ニ
㆓
与ト
㆑
仏
等カ
ル㆒
何ソ
仮リ
ニ
言ム
ヤ㆘
与ト
㆓
上
地ノ
菩
薩
㆒
等ヒト
シ
ト
㆖ 
答
曰
菩
薩
於シテ
㆓
七
地ノ
中ニ
㆒
得ハ
㆓
大
寂
滅ヲ
㆒
上ニ
不ス
㆑
見
㆓
諸
仏ノ
可キ
ヲ淫求ム
下ニ
不ス
㆑
見ミ
㆓
衆
生ノ
可ヲ
㆑
度ス 
欲ス
㆘
捨テ
ヽ㆓
仏
道ヲ
㆒
証セ
ム
ト院 
於ヲ
㆓
実
際
㆒
 
（
同
前
一
一
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
菩
薩
は
漸
次
に
進
趣
階
級
し
て
自
然
に
仏
と
等
し
く
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
仏
で
は
な
く
八
地
已
上
の
菩
薩
と
等
し
い
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
が
二
乗
地
に
堕
し
て
仏
道
を
捨
て
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
答
え
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
曇
鸞
が
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
お
け
る
作
心
そ
の
も
の
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
作
心
に
は
そ
の
有
功
用
と
い
う
在
り
方
に
お
い
て
そ
れ
を
徹
底
し
得
ず
挫
折
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
問
題
を
超
え
る
道
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
菩
薩
若シ
往
㆓
生シ
テ
安
楽ニ
㆒
見レ
ハ㆓
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
即
無シ
㆓
此ノ
難
㆒
是ノ
故ニ
須ク
㆑
言イフ
㆓
畢
竟シ
テ
平
等ナ
リ
ト
㆒
　 
（
同
前
一
一
六
│
一
一
七
頁
）
と
い
う
よ
う
に
得
生
と
見
仏
に
お
い
て
そ
の
問
題
が
解
消
さ
れ
る
と
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
第
二
十
二
願
に
依
拠
し
て
そ
の
「
超
越
の
理
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
無
量
寿
経ノ
中
阿
弥
陀
如
来ノ
本
願ニ
言ノタ
マ
ハ
ク
　 
設
我
得ラ
ム
ニ
㆑ 
仏
他
方
仏
土ノ
諸ノ
菩
薩
衆
来
㆓
生セ
ハ
我カ
国ニ
㆒
究
竟シ
テ
必
至ラ
ム㆓
一
生
補
処ニ
㆒
除ク
㆘
其ノ
本
願
自
在ニ
シ
テ
所ノ
㆑
化ス
ル
為ノ 
衆
生ノ
㆒
故ニ
被キテ
㆓
弘
誓ノ
鎧ヲ
㆒
積
㆓
累シ
徳
本ヲ
㆒
度
㆓
脱シ
テ
一
切ヲ
㆒
遊ヒ
㆓
諸
仏ノ
国ニ
㆒
修シ
㆓
菩
薩ノ
行ヲ
㆒
供
㆓
養シ
十
方
諸
仏
如
来ヲ
㆒
開
㆓
化シ
テ
恒
沙
無
量ノ
衆
生ヲ
㆒
使シメ
ム
オ
ハ
㆑
　
立セ
㆗
無
上
正
真
之
道ニ
㆖
超
㆓
出シ
常
倫ニ
㆒
諸
地
之
行
現
前シ
修
㆓
習セ
ム
普
賢
之
徳ヲ
㆒
若
不ス
㆑
爾ラ
者ハ
不シ
ト㆑
取ラ
㆓
正
覚ヲ
㆒
案シ
テ㆓
此ノ
経ヲ
㆒
推ス
ル
ニ
㆓ 
彼ノ
国ノ
菩
薩ヲ
㆒
或ハ
可シ
㆑
不ル
㆘
従ヨリ
㆓
一
地
㆒
至ラ
㆗
一
地ニ
㆖ 
（
同
前
一
一
七
頁
）
こ
の
第
二
十
二
願
は
当
面
は
得
生
者
が
一
生
補
処
に
「
究
竟
必
至
」
す
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
も
う
一
方
で
、「
除
く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
「
弘
誓
の
鎧
」
を
被
着
す
る
者
に
お
け
る
教
化
の
実
践
が
そ
の
「
必
至
」
の
道
程
か
ら
除
外
さ
れ
る
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
一
生
補
処
は
究
竟
位
の
菩
薩
で
あ
り
無
功
用
の
境
界
で
あ
る
た
め
、
菩
薩
道
に
お
け
る
挫
折
の
問
題
は
す
で
に
解
決
さ
れ
て
い
る
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
前
の
曇
鸞
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
自
然
に
究
竟
位
の
菩
薩
に
至
る
の
で
あ
れ
ば
教
化
の
実
践
と
い
う
こ
と
が
殊
更
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
必
至
」
と
い
う
形
で
一
生
補
処
が
約
束
さ
れ
て
い
る
㆓
一
（
）
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こ
の
平
等
法
身
と
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
つ
い
て
、
曇
鸞
は
前
者
を
「
八
地
已
上
の
法
性
生
身
の
菩
薩
」
と
、
ま
た
後
者
を
「
初
地
已
上
七
地
已
還
の
諸
の
菩
薩
」
と
い
う
よ
う
に
位
置
づ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
事
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
初ヨ
リ
無シ
㆓
往
来ノ
想
供
養ノ
想
度
脱ノ
想
㆒
是ノ
故ニ
此ノ
身ヲ
名テ
為ス
㆓
平
等
法
身ト
㆒
此
法ヲ
名
為スル
㆓
寂
滅
平
等ノ
法ト
㆒
也 
（
同
前
一
一
五
頁
）
要ス
須モチ
ヰ
テ
㆓ 
作
心ヲ
㆒
入ル
㆓
三
昧ニ
㆒
乃
能ク
非ス
㆑
不ル
ニ
ハ
㆓ 
作
心セ
㆒
以ノ
㆓
作
心ヲ
㆒
故ニ
名
為ス
㆓
未
得
浄
心ト
㆒ 
（
同
前
一
一
五
頁
）
こ
れ
に
よ
っ
て
知
り
得
る
こ
と
は
、
両
者
の
差
異
は
仏
事
を
な
す
に
あ
た
っ
て
の
「
作
心
」
の
有
無
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
見
仏
に
お
い
て
退
没
を
脱
却
す
る
と
い
う
事
柄
の
核
心
は
、
こ
の
作
心
を
超
克
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
平
等
法
身
の
菩
薩
は
具
体
的
に
は
菩
薩
の
四
種
荘
厳
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
内
容
と
し
て
は
本
処
を
動
ぜ
ず
に
十
方
に
至
り
、
時
間
の
前
後
も
残
余
も
無
く
一
切
を
教
化
し
三
宝
を
紹
隆
す
る
と
い
う
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
曇
鸞
は
特
に
第
四
の
「
無
三
宝
の
処
」
に
お
い
て
の
教
化
に
重
要
な
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
五
濁
無
仏
の
時
世
を
自
己
の
在
処
と
す
る
曇
鸞
に
と
っ
て
の
特
別
の
注
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
指
し
て
、
真
如ハ
是
諸
法ノ
正
体ナ
リ
体
如ニ
而シテ
行ス
レ
ハ
則
是
不
行ナ
リ
不
行ニ
而シテ
行ス
ル
ヲ
名ク
㆓
如
実
修
行ト
㆒
体ハ
唯
一
如ナ
レ
而トモ
義ヲ
シ
テ
分テ
為ス
㆑
四ト
 
（
同
前
一
二
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
不
行
而
行
の
境
界
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
教
化
意
識
で
あ
る
作
心
が
あ
る
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
は
明
ら
か
に
隔
絶
し
た
も
の
で
あ
る
。
曇
鸞
が
、
願テ
㆑
生ム
ト㆓
安
楽
浄
土ニ
㆒
即
見マ
ツ
ル
㆓ 
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
見ツ
ル㆓
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
時
与ト
㆓
上
地ノ
諸ノ
菩
薩
㆒
畢
竟シ
テ
身
等シ
ク
法
等ヒトシ
龍
樹
菩
薩
婆
藪
槃
頭
菩
薩ノ
輩ラ
願ス
ル㆑
生ト
㆑
彼ニ
者ハ
当ニ
㆑
為メ
ナ
ル
㆑ 
此カ
耳ク
ノ
ミ
ト
 
（
同
前
一
一
五
│
一
一
六
頁
）
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
、『
浄
土
論
註
』
に
お
い
て
大
乗
不
退
の
菩
薩
道
の
回
復
を
課
題
に
す
る
に
あ
た
っ
て
の
枢
要
が
見
仏
に
よ
る
作
心
の
超
克
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
両
者
の
隔
絶
は
必
ず
突
破
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
見
そ
の
隔
た
り
は
解
消
し
よ
う
の
無
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
　
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
曇
鸞
が
未
証
浄
心
と
平
等
法
身
と
の
「
畢
竟
平
等
」
と
い
う
関
係
性
に
つ
い
て
、
言
畢
竟
者ハ
未タ
㆑
言イフ
ニ㆓
即
等ト
㆒
也
畢
竟シ
テ
不ル
カ㆑
失ハ
㆓
此ノ
等シ
キ
コ
ト
ヲ
㆒
　 
故ニ
言イフ
等ト
耳ナラ
ク
ノ
ミ
ト
 
（
同
前
一
一
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
「
即
等
」
で
は
な
い
と
断
っ
た
上
で
、
畢
竟
じ
て
等
し
い
と
い
う
こ
と
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
指
し
て
「
等
」
と
言
う
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
畢
竟
不
失
」
に
「
等
」
の
意
味
を
確
か
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
得
生
者
に
（
）
15
（
）
16
（
）
17
67
お
け
る
作
心
の
超
克
と
教
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
鍵
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
曇
鸞
は
こ
の
「
畢
竟
平
等
」
に
つ
い
て
、
問
曰
若シ
不ハ
㆓
即チ
等ラ
㆒
復
何ヲ
待マチ
テ
カ　
言
㆓
菩
薩ト
㆒
但
登レ
ハ
 
初
地ニ
㆒
以テ
漸ク
増
進シ
テ
自
然ニ
当ニ
㆓
与ト
㆑
仏
等カ
ル㆒
何ソ
仮リ
ニ
言ム
ヤ㆘
与ト
㆓
上
地ノ
菩
薩
㆒
等ヒト
シ
ト
㆖ 
答
曰
菩
薩
於シテ
㆓
七
地ノ
中ニ
㆒
得ハ
㆓
大
寂
滅ヲ
㆒
上ニ
不ス
㆑
見
㆓
諸
仏ノ
可キ
ヲ淫求ム
下ニ
不ス
㆑
見ミ
㆓
衆
生ノ
可ヲ
㆑
度ス 
欲ス
㆘
捨テ
ヽ㆓
仏
道ヲ
㆒
証セ
ム
ト院 
於ヲ
㆓
実
際
㆒
 
（
同
前
一
一
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
菩
薩
は
漸
次
に
進
趣
階
級
し
て
自
然
に
仏
と
等
し
く
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
仏
で
は
な
く
八
地
已
上
の
菩
薩
と
等
し
い
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
が
二
乗
地
に
堕
し
て
仏
道
を
捨
て
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
答
え
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
曇
鸞
が
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
お
け
る
作
心
そ
の
も
の
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
作
心
に
は
そ
の
有
功
用
と
い
う
在
り
方
に
お
い
て
そ
れ
を
徹
底
し
得
ず
挫
折
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
問
題
を
超
え
る
道
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
菩
薩
若シ
往
㆓
生シ
テ
安
楽ニ
㆒
見レ
ハ㆓
阿
弥
陀
仏ヲ
㆒
即
無シ
㆓
此ノ
難
㆒
是ノ
故ニ
須ク
㆑
言イフ
㆓
畢
竟シ
テ
平
等ナ
リ
ト
㆒
　 
（
同
前
一
一
六
│
一
一
七
頁
）
と
い
う
よ
う
に
得
生
と
見
仏
に
お
い
て
そ
の
問
題
が
解
消
さ
れ
る
と
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
第
二
十
二
願
に
依
拠
し
て
そ
の
「
超
越
の
理
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
無
量
寿
経ノ
中
阿
弥
陀
如
来ノ
本
願ニ
言ノタ
マ
ハ
ク
　 
設
我
得ラ
ム
ニ
㆑ 
仏
他
方
仏
土ノ
諸ノ
菩
薩
衆
来
㆓
生セ
ハ
我カ
国ニ
㆒
究
竟シ
テ
必
至ラ
ム㆓
一
生
補
処ニ
㆒
除ク
㆘
其ノ
本
願
自
在ニ
シ
テ
所ノ
㆑
化ス
ル
為ノ 
衆
生ノ
㆒
故ニ
被キテ
㆓
弘
誓ノ
鎧ヲ
㆒
積
㆓
累シ
徳
本ヲ
㆒
度
㆓
脱シ
テ
一
切ヲ
㆒
遊ヒ
㆓
諸
仏ノ
国ニ
㆒
修シ
㆓
菩
薩ノ
行ヲ
㆒
供
㆓
養シ
十
方
諸
仏
如
来ヲ
㆒
開
㆓
化シ
テ
恒
沙
無
量ノ
衆
生ヲ
㆒
使シメ
ム
オ
ハ
㆑
　
立セ
㆗
無
上
正
真
之
道ニ
㆖
超
㆓
出シ
常
倫ニ
㆒
諸
地
之
行
現
前シ
修
㆓
習セ
ム
普
賢
之
徳ヲ
㆒
若
不ス
㆑
爾ラ
者ハ
不シ
ト㆑
取ラ
㆓
正
覚ヲ
㆒
案シ
テ㆓
此ノ
経ヲ
㆒
推ス
ル
ニ
㆓ 
彼ノ
国ノ
菩
薩ヲ
㆒
或ハ
可シ
㆑
不ル
㆘
従ヨリ
㆓
一
地
㆒
至ラ
㆗
一
地ニ
㆖ 
（
同
前
一
一
七
頁
）
こ
の
第
二
十
二
願
は
当
面
は
得
生
者
が
一
生
補
処
に
「
究
竟
必
至
」
す
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
も
う
一
方
で
、「
除
く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
「
弘
誓
の
鎧
」
を
被
着
す
る
者
に
お
け
る
教
化
の
実
践
が
そ
の
「
必
至
」
の
道
程
か
ら
除
外
さ
れ
る
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
一
生
補
処
は
究
竟
位
の
菩
薩
で
あ
り
無
功
用
の
境
界
で
あ
る
た
め
、
菩
薩
道
に
お
け
る
挫
折
の
問
題
は
す
で
に
解
決
さ
れ
て
い
る
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
前
の
曇
鸞
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
自
然
に
究
竟
位
の
菩
薩
に
至
る
の
で
あ
れ
ば
教
化
の
実
践
と
い
う
こ
と
が
殊
更
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
必
至
」
と
い
う
形
で
一
生
補
処
が
約
束
さ
れ
て
い
る
㆓
一
（
）
18
㆓
68
中
に
お
い
て
、
教
化
の
実
践
が
「
弘
誓
の
鎧
」
を
被
着
す
る
者
に
お
い
て
果
た
さ
れ
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
作
心
の
超
克
を
課
題
に
す
る
中
で
「
等
」
の
意
味
を
「
畢
竟
不
失
」
に
お
い
て
お
さ
え
た
曇
鸞
の
確
か
め
に
一
貫
す
る
視
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
十
二
願
に
お
け
る
「
除
く
」
は
、
一
生
補
処
に
究
竟
必
至
す
る
と
い
う
こ
と
が
平
等
法
身
に
即
等
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
中
に
あ
っ
て
、
本
願
力
の
特
質
が
未
証
浄
心
に
お
け
る
作
心
教
化
を
限
り
な
く
完
遂
に
肉
迫
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
得
生
者
を
一
生
補
処
に
究
竟
必
至
さ
せ
る
こ
と
を
誓
う
第
二
十
二
願
の
本
質
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
得
生
者
は
本
願
力
に
よ
っ
て
作
心
そ
の
も
の
を
徹
底
せ
し
め
ら
れ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
等
法
身
と
即
等
で
は
な
く
と
も
そ
の
同
一
線
上
に
立
っ
て
教
化
を
果
遂
し
、
退
没
の
危
機
を
超
え
得
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
得
生
者
は
不
虚
作
住
持
功
徳
に
よ
っ
て
回
向
門
の
成
就
に
限
り
な
く
必
然
す
る
態
を
得
る
の
で
あ
り
、
前
に
作
心
が
そ
の
性
格
か
ら
退
転
の
危
険
に
纏
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
作
心
を
超
克
す
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
無
作
心
に
な
る
こ
と
を
問
題
の
解
決
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
作
心
が
本
願
の
住
持
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
退
転
そ
の
も
の
を
超
え
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
作
心
の
超
克
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
そ
の
上
で
、
曇
鸞
は
『
浄
土
論
』
に
、
菩
薩ノ
巧
方
便
回
向ト
イ
フ
者ハ
謂ク
説
礼
拝
等ノ
五
種ノ
修
行ヲ
シ
テ
所ノ
㆑
集アツ
ム
ル
一
切ノ
功
徳
善
根ヲ
シ
テ
不ス
㆑
求メ
㆓
自
身ノ
住
持
之ノ
楽ヲ
㆒
欲オモ
フ
カ
㆑ 
抜ト
㆓
一
切
衆
生ノ
苦ヲ
㆒
故ニ
作
㆘
願セ
リ
摂
㆓
取シ
テ
一
切
衆
生ヲ
㆒
共ニ
同シ
ク
生ト
㆗
彼ノ
安
楽
仏
国ニ
㆖
是ヲ
名ク
ト㆓
菩
薩ノ
巧
方
便
回
向
成
就ト
㆒ 
（
同
前
一
三
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
示
さ
れ
る
五
念
門
行
に
お
け
る
衆
生
摂
取
の
実
態
を
、
凡ソ
釈セ
ハ㆓
回
向ノ
名
義ヲ
㆒
謂ク
以テ
㆓
己レ
カ
所
集ノ
一
切ノ
功
徳ヲ
㆒
施
㆓
与シ
テ
一
切
衆
生ニ
㆒
共ニ
向ム
ル
ナ
リ
㆓
　
仏
道ニ
㆒ 
（
同
前
一
三
二
│
一
三
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
往
相
に
符
合
す
る
形
で
功
徳
の
施
与
と
し
て
確
か
め
て
い
る
。『
浄
土
論
』
は
五
念
門
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
を
摂
取
す
る
行
者
を
「
菩
薩
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
菩
薩
は
出
門
を
体
現
し
生
死
に
回
入
し
て
無
功
用
に
衆
生
を
教
化
す
る
八
地
已
上
の
菩
薩
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
超
越
の
理
に
よ
っ
て
教
化
を
果
遂
せ
し
め
ら
れ
る
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
に
し
て
も
菩
薩
に
お
け
る
教
化
を
内
容
と
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
も
問
題
が
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
注
目
す
69
べ
き
は
、
曇
鸞
が
こ
れ
に
つ
い
て
た
だ
ち
に
、
案ス
ル
ニ
㆓ 
王
舎
城
所
説ノ
無
量
寿
経ヲ
㆒
三
輩
生ノ
中ニ
雖モ
㆔
行ニ
有ト
㆓
優
劣
㆒
莫シ
㆑
不ル
ハ㆔
皆
発セ
㆓
無
上
菩
提
之
心ヲ
㆒
此ノ
無
上
菩
提
心ト
イ
フ
ハ
 
即
是
願
作
仏
心ナ
リ
願
作
仏
心ハ
即
是レ
度
衆
生
心ナ
リ
度
衆
生
心ハ
即
是
摂
㆓
取シ
テ
衆
生ヲ
㆒
生セ
シ
ム
ル
㆓
　
有
仏ノ
国
土ニ
㆒
心ナ
リ
是ノ
故ニ
願ス
ル㆑
生ト
㆓
彼ノ
安
楽
浄
土ニ
㆒
者ハ
要ス
発ス
ル㆓
無
上
菩
提
心ヲ
㆒
也
若
人
不ス
シ
テ
㆑ 
発
㆓
無
上
菩
提
心ヲ
㆒
但
聞テ
㆘
彼ノ
国
土ノ
受コ
ト㆑
楽ヲ
無キ
ヲ院間マ
為ノ
㆑
楽ノ
故ニ
願ス
ル
ハ
㆑ 
生ヲ
亦
当ニ
㆑
不ル
㆑
得
㆓
往
生ヲ
㆒
也
 
（
同
前
一
三
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
願
生
心
に
菩
提
心
が
必
具
す
る
こ
と
に
言
及
し
、
そ
の
菩
提
心
の
具
体
的
な
作
用
を
前
の
よ
う
に
衆
生
へ
の
功
徳
の
施
与
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
、
教
化
に
つ
い
て
直
接
は
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
見
、
全
体
の
流
れ
か
ら
す
る
と
唐
突
な
感
が
あ
る
こ
の
指
摘
に
こ
そ
、『
浄
土
論
』
が
五
念
門
行
に
お
け
る
衆
生
摂
取
の
内
容
を
往
生
を
共
同
す
る
と
い
う
形
で
述
べ
た
こ
と
を
承
け
て
、
願
生
心
に
お
け
る
自
覚
の
内
実
に
注
意
し
、
そ
こ
に
開
か
れ
る
回
向
行
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
曇
鸞
の
視
点
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
得
生
者
は
不
行
而
行
の
菩
薩
行
に
必
然
す
る
。
そ
れ
は
、
得
生
者
が
仏
・
菩
薩
と
同
様
に
清
浄
の
数
に
入
る
か
否
か
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
答
曰
得ル
ハ㆑
名コ
ト
ヲ
㆓ 
清
浄ト
㆒
非ス
㆓
実ノ
清
浄ニ
㆒
（
中
略
）
皆
入テ
㆓
大
乗
正
定
之
聚ニ
㆒
畢
竟シ
テ
当ニ
㆑
得ウ
㆓
清
浄
法
身ヲ
㆒
以ノ
㆑
当ニ
㆑
得ウ
故ニ
得ル
ナ
リ
ト
㆑
名ク
ル
コ
ト
ヲ
㆓
　 
清
浄ト
㆒ 
（
同
前
一
二
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
清
浄
法
身
を
「
畢
竟
当
得
」
す
る
こ
と
を
根
拠
に
清
浄
の
「
名
」
を
得
る
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
は
「
畢
竟
当
得
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
「
実
の
清
浄
に
非
ず
」
と
お
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
得
生
者
は
菩
薩
の
「
名
」
を
得
つ
つ
も
実
質
的
に
は
無
功
用
に
教
化
を
実
践
し
自
利
利
他
を
成
就
す
る
菩
薩
自
体
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
得
生
に
よ
っ
て
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
し
て
教
化
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
そ
の
自
覚
に
お
い
て
は
善
男
子
善
女
人
か
ら
菩
薩
へ
と
転
じ
た
こ
と
を
自
負
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
お
け
る
衆
生
教
化
の
作
心
が
本
願
力
に
よ
っ
て
発
起
し
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
無
功
用
の
境
界
へ
と
限
り
な
く
必
然
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
却
っ
て
自
己
の
分
際
が
本
願
の
機
と
し
て
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
り
自
覚
と
な
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
曇
鸞
が
巧
方
便
回
向
を
願
生
心
の
領
域
と
し
て
お
さ
え
、
菩
提
心
を
伴
わ
な
い
願
生
心
に
お
い
て
は
往
生
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
形
で
為
楽
願
生
を
制
し
て
い
る
こ
と
も
、
願
生
心
に
お
い
て
得
生
の
境
界
に
覚
醒
し
そ
こ
に
お
い
て
教
化
が
果
遂
さ
68
中
に
お
い
て
、
教
化
の
実
践
が
「
弘
誓
の
鎧
」
を
被
着
す
る
者
に
お
い
て
果
た
さ
れ
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
作
心
の
超
克
を
課
題
に
す
る
中
で
「
等
」
の
意
味
を
「
畢
竟
不
失
」
に
お
い
て
お
さ
え
た
曇
鸞
の
確
か
め
に
一
貫
す
る
視
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
十
二
願
に
お
け
る
「
除
く
」
は
、
一
生
補
処
に
究
竟
必
至
す
る
と
い
う
こ
と
が
平
等
法
身
に
即
等
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
中
に
あ
っ
て
、
本
願
力
の
特
質
が
未
証
浄
心
に
お
け
る
作
心
教
化
を
限
り
な
く
完
遂
に
肉
迫
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
得
生
者
を
一
生
補
処
に
究
竟
必
至
さ
せ
る
こ
と
を
誓
う
第
二
十
二
願
の
本
質
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
得
生
者
は
本
願
力
に
よ
っ
て
作
心
そ
の
も
の
を
徹
底
せ
し
め
ら
れ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
等
法
身
と
即
等
で
は
な
く
と
も
そ
の
同
一
線
上
に
立
っ
て
教
化
を
果
遂
し
、
退
没
の
危
機
を
超
え
得
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
得
生
者
は
不
虚
作
住
持
功
徳
に
よ
っ
て
回
向
門
の
成
就
に
限
り
な
く
必
然
す
る
態
を
得
る
の
で
あ
り
、
前
に
作
心
が
そ
の
性
格
か
ら
退
転
の
危
険
に
纏
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
作
心
を
超
克
す
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
無
作
心
に
な
る
こ
と
を
問
題
の
解
決
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
作
心
が
本
願
の
住
持
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
退
転
そ
の
も
の
を
超
え
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
作
心
の
超
克
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
そ
の
上
で
、
曇
鸞
は
『
浄
土
論
』
に
、
菩
薩ノ
巧
方
便
回
向ト
イ
フ
者ハ
謂ク
説
礼
拝
等ノ
五
種ノ
修
行ヲ
シ
テ
所ノ
㆑
集アツ
ム
ル
一
切ノ
功
徳
善
根ヲ
シ
テ
不ス
㆑
求メ
㆓
自
身ノ
住
持
之ノ
楽ヲ
㆒
欲オモ
フ
カ
㆑ 
抜ト
㆓
一
切
衆
生ノ
苦ヲ
㆒
故ニ
作
㆘
願セ
リ
摂
㆓
取シ
テ
一
切
衆
生ヲ
㆒
共ニ
同シ
ク
生ト
㆗
彼ノ
安
楽
仏
国ニ
㆖
是ヲ
名ク
ト㆓
菩
薩ノ
巧
方
便
回
向
成
就ト
㆒ 
（
同
前
一
三
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
示
さ
れ
る
五
念
門
行
に
お
け
る
衆
生
摂
取
の
実
態
を
、
凡ソ
釈セ
ハ㆓
回
向ノ
名
義ヲ
㆒
謂ク
以テ
㆓
己レ
カ
所
集ノ
一
切ノ
功
徳ヲ
㆒
施
㆓
与シ
テ
一
切
衆
生ニ
㆒
共ニ
向ム
ル
ナ
リ
㆓
　
仏
道ニ
㆒ 
（
同
前
一
三
二
│
一
三
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
往
相
に
符
合
す
る
形
で
功
徳
の
施
与
と
し
て
確
か
め
て
い
る
。『
浄
土
論
』
は
五
念
門
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
を
摂
取
す
る
行
者
を
「
菩
薩
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
菩
薩
は
出
門
を
体
現
し
生
死
に
回
入
し
て
無
功
用
に
衆
生
を
教
化
す
る
八
地
已
上
の
菩
薩
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
超
越
の
理
に
よ
っ
て
教
化
を
果
遂
せ
し
め
ら
れ
る
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
に
し
て
も
菩
薩
に
お
け
る
教
化
を
内
容
と
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
も
問
題
が
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
注
目
す
69
べ
き
は
、
曇
鸞
が
こ
れ
に
つ
い
て
た
だ
ち
に
、
案ス
ル
ニ
㆓ 
王
舎
城
所
説ノ
無
量
寿
経ヲ
㆒
三
輩
生ノ
中ニ
雖モ
㆔
行ニ
有ト
㆓
優
劣
㆒
莫シ
㆑
不ル
ハ㆔
皆
発セ
㆓
無
上
菩
提
之
心ヲ
㆒
此ノ
無
上
菩
提
心ト
イ
フ
ハ
 
即
是
願
作
仏
心ナ
リ
願
作
仏
心ハ
即
是レ
度
衆
生
心ナ
リ
度
衆
生
心ハ
即
是
摂
㆓
取シ
テ
衆
生ヲ
㆒
生セ
シ
ム
ル
㆓
　
有
仏ノ
国
土ニ
㆒
心ナ
リ
是ノ
故ニ
願ス
ル㆑
生ト
㆓
彼ノ
安
楽
浄
土ニ
㆒
者ハ
要ス
発ス
ル㆓
無
上
菩
提
心ヲ
㆒
也
若
人
不ス
シ
テ
㆑ 
発
㆓
無
上
菩
提
心ヲ
㆒
但
聞テ
㆘
彼ノ
国
土ノ
受コ
ト㆑
楽ヲ
無キ
ヲ院間マ
為ノ
㆑
楽ノ
故ニ
願ス
ル
ハ
㆑ 
生ヲ
亦
当ニ
㆑
不ル
㆑
得
㆓
往
生ヲ
㆒
也
 
（
同
前
一
三
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
願
生
心
に
菩
提
心
が
必
具
す
る
こ
と
に
言
及
し
、
そ
の
菩
提
心
の
具
体
的
な
作
用
を
前
の
よ
う
に
衆
生
へ
の
功
徳
の
施
与
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
、
教
化
に
つ
い
て
直
接
は
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
見
、
全
体
の
流
れ
か
ら
す
る
と
唐
突
な
感
が
あ
る
こ
の
指
摘
に
こ
そ
、『
浄
土
論
』
が
五
念
門
行
に
お
け
る
衆
生
摂
取
の
内
容
を
往
生
を
共
同
す
る
と
い
う
形
で
述
べ
た
こ
と
を
承
け
て
、
願
生
心
に
お
け
る
自
覚
の
内
実
に
注
意
し
、
そ
こ
に
開
か
れ
る
回
向
行
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
曇
鸞
の
視
点
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
得
生
者
は
不
行
而
行
の
菩
薩
行
に
必
然
す
る
。
そ
れ
は
、
得
生
者
が
仏
・
菩
薩
と
同
様
に
清
浄
の
数
に
入
る
か
否
か
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
答
曰
得ル
ハ㆑
名コ
ト
ヲ
㆓ 
清
浄ト
㆒
非ス
㆓
実ノ
清
浄ニ
㆒
（
中
略
）
皆
入テ
㆓
大
乗
正
定
之
聚ニ
㆒
畢
竟シ
テ
当ニ
㆑
得ウ
㆓
清
浄
法
身ヲ
㆒
以ノ
㆑
当ニ
㆑
得ウ
故ニ
得ル
ナ
リ
ト
㆑
名ク
ル
コ
ト
ヲ
㆓
　 
清
浄ト
㆒ 
（
同
前
一
二
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
清
浄
法
身
を
「
畢
竟
当
得
」
す
る
こ
と
を
根
拠
に
清
浄
の
「
名
」
を
得
る
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
は
「
畢
竟
当
得
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
「
実
の
清
浄
に
非
ず
」
と
お
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
得
生
者
は
菩
薩
の
「
名
」
を
得
つ
つ
も
実
質
的
に
は
無
功
用
に
教
化
を
実
践
し
自
利
利
他
を
成
就
す
る
菩
薩
自
体
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
得
生
に
よ
っ
て
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
し
て
教
化
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
そ
の
自
覚
に
お
い
て
は
善
男
子
善
女
人
か
ら
菩
薩
へ
と
転
じ
た
こ
と
を
自
負
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
お
け
る
衆
生
教
化
の
作
心
が
本
願
力
に
よ
っ
て
発
起
し
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
無
功
用
の
境
界
へ
と
限
り
な
く
必
然
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
却
っ
て
自
己
の
分
際
が
本
願
の
機
と
し
て
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
り
自
覚
と
な
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
曇
鸞
が
巧
方
便
回
向
を
願
生
心
の
領
域
と
し
て
お
さ
え
、
菩
提
心
を
伴
わ
な
い
願
生
心
に
お
い
て
は
往
生
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
形
で
為
楽
願
生
を
制
し
て
い
る
こ
と
も
、
願
生
心
に
お
い
て
得
生
の
境
界
に
覚
醒
し
そ
こ
に
お
い
て
教
化
が
果
遂
さ
70
れ
て
い
く
道
理
を
了
知
す
る
こ
と
は
、
翻
っ
て
願
生
心
の
質
が
常
に
自
楽
に
退
沒
す
る
危
険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
へ
の
自
覚
を
通
し
て
そ
れ
を
否
定
す
る
と
い
う
形
で
内
に
展
開
す
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
願
生
心
が
得
生
の
境
界
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
反
顕
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
功
徳
の
回
施
と
い
う
形
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
回
向
行
は
、
五
念
門
に
お
け
る
菩
薩
行
が
願
生
者
の
自
覚
に
お
い
て
展
開
す
る
態
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
前
に
願
生
心
は
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
の
も
と
に
荘
厳
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
こ
に
展
開
す
る
菩
提
心
の
発
揮
は
「
国
土
の
名
字
」
を
回
施
し
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
往
生
を
衆
生
と
共
同
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
、
回
入
教
化
と
い
う
出
門
を
基
底
と
す
る
回
向
に
つ
い
て
功
徳
を
回
施
す
る
と
い
う
往
相
を
見
出
し
、
大
乗
菩
薩
道
の
復
興
と
い
う
目
下
の
課
題
に
対
し
、
凡
夫
の
自
覚
の
も
と
に
往
生
を
共
に
す
る
と
こ
ろ
に
大
乗
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
曇
鸞
の
視
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
回
向
門
に
お
け
る
往
相
は
願
生
者
の
実
際
的
な
行
道
と
し
て
自
覚
的
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、「
願
生
偈
」
の
「
普
共
諸
衆
生
　
往
生
安
楽
国
」
の
意
味
が
功
徳
の
回
施
と
い
う
往
相
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
、「
論
主
の
回
向
門
な
り
」
と
決
定
さ
れ
る
意
義
も
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。
四
、
本
願
力
の
信
知
と
し
て
の
如
来
二
種
の
回
向
　
曇
鸞
は
『
浄
土
論
註
』
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、『
浄
土
論
』
が
五
念
門
に
よ
っ
て
自
利
利
他
が
成
就
す
る
と
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
問
曰
有テ
カ㆓
何ノ
因
縁
㆒
言ノタ
マ
フ
ヤ
㆓
　
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提ト
㆒
答
曰
論ニ
言ハ
ク
修シ
テ㆓
五
門ノ
行ヲ
㆒
以ノ
㆓
自
利
利
他
成
就ス
ル
ヲ㆒
故ヘ
ナ
リ
然ニ
覈マコ
ト
ニ
求ル
ニ㆓
其ノ
本ヲ
㆒
阿
弥
陀
如
来ヲ
為ス
㆓
増
上
縁ト
㆒ 
（
同
前
一
四
九
頁
）
と
問
答
を
立
て
、
自
利
利
他
が
阿
弥
陀
如
来
を
増
上
縁
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
覈
求
其
本
釈
に
焦
点
を
当
て
二
種
回
向
が
「
如
来
二
種
の
回
向
」
と
確
か
め
ら
れ
る
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
　
曇
鸞
は
こ
の
自
利
利
他
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
利
他
の
語
に
注
目
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
他
利
之ト
与ト
㆓
利
他
㆒
談ス
ル
ニ
有リ
㆓
左
右
㆒
若シ
自オノ
ツ
カ
ラ
　 
仏ヲ
而シテ
言イハ
ヽ
 
宜シ
ク㆑
言イフ
㆓
利
他ト
㆒
自オノ
ツ
カ
ラ
　 
衆
生ヲ
而シテ
言ハ
ヽ
宜ク
㆑
言イフ
㆓
他
利ト
㆒
今マ
将ニ
㆑
談セ
ム
ト
㆓ 
仏
力ヲ
㆒
是ノ
故ニ
以テ
㆓
利
他ヲ
㆒
言イフ
㆑
之ヲ
当ニ
㆑
知ル
此ノ
意
也 
（
同
前
一
四
九
頁
）
仏
の
立
場
で
言
え
ば
「
利
他
」
と
、
そ
し
て
衆
生
の
立
場
で
は
「
他
利
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
の
指
摘
は
、
そ
も
そ
も
71
五
念
門
行
に
お
い
て
行
者
が
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
速
得
す
る
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
仏
と
衆
生
以
外
に
利
せ
ら
れ
る
衆
生
を
想
定
し
、
そ
の
衆
生
を
利
益
す
る
主
体
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
も
と
よ
り
他
利
と
利
他
は
言
語
上
で
は
意
味
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
単
純
に
自
利
に
対
応
す
る
の
は
他
利
で
あ
る
た
め
『
浄
土
論
』
に
言
わ
れ
て
い
る
利
他
が
そ
れ
と
は
異
な
る
と
い
う
よ
う
な
言
葉
上
の
不
一
致
の
み
を
根
拠
に
そ
の
差
異
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
五
念
門
に
お
け
る
菩
提
心
の
成
就
が
本
願
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
願
生
心
を
起
点
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
仏
に
お
け
る
利
他
は
衆
生
に
お
け
る
願
生
心
の
発
起
自
体
に
そ
の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
、
略シ
テ
説テ
㆓
彼ノ
阿
弥
陀
仏
国
土ノ
十
七
種
荘
厳
功
徳
成
就ヲ
㆒
示
㆓
現ス
ル
カ
如
来ノ
自
身
利
益
大
功
徳
力
成
就ト
利
益
他
功
徳
成
就ト
㆒
故ナ
リ
 
（
同
前
一
〇
一
│
一
〇
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
浄
土
の
功
徳
自
体
に
如
来
の
自
利
利
他
の
意
味
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
衆
生
に
発
起
す
る
菩
提
心
は
そ
の
浄
土
の
功
徳
に
よ
っ
て
願
生
心
に
刻
ま
れ
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
衆
生
に
お
け
る
他
利
は
仏
の
利
他
心
が
衆
生
に
作
用
し
変
容
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
他
を
利
す
る
と
い
う
行
態
の
成
立
が
衆
生
自
体
を
根
拠
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
曇
鸞
が
「
今
ま
さ
に
仏
力
を
談
ぜ
ん
と
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
凡ソ
是レ
生ト
㆓
彼ノ
浄
土ニ
㆒
及
彼ノ
菩
薩
人
天ノ
所
起ノ
諸
行ハ
皆
縁ル
カ㆓
阿
弥
陀
如
来ノ
本
願
力ニ
㆒
故ヘ
ナ
リ
 
（
同
前
一
四
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
往
生
を
得
る
こ
と
も
浄
土
の
菩
薩
人
天
が
起
こ
す
行
も
全
て
が
「
本
願
力
に
縁
る
」
と
し
、
そ
の
全
体
を
自
力
に
対
し
て
他
力
と
お
さ
え
直
し
て
「
他
力
の
乗
ず
べ
き
こ
と
」
を
勧
励
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曇
鸞
が
利
他
の
語
に
注
目
し
て
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
の
は
、
衆
生
を
利
益
す
る
と
い
う
こ
と
が
仏
力
以
外
に
お
い
て
は
成
り
立
ち
得
な
い
こ
と
を
明
白
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
衆
生
を
主
語
と
す
る
他
利
は
利
他
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
否
定
さ
れ
る
概
念
と
し
て
仮
設
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
出
第
五
門
に
お
い
て
生
死
に
回
入
し
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
が
「
本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
故
に
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
（
）
19
（
）
20
（
）
21
70
れ
て
い
く
道
理
を
了
知
す
る
こ
と
は
、
翻
っ
て
願
生
心
の
質
が
常
に
自
楽
に
退
沒
す
る
危
険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
へ
の
自
覚
を
通
し
て
そ
れ
を
否
定
す
る
と
い
う
形
で
内
に
展
開
す
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
願
生
心
が
得
生
の
境
界
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
反
顕
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
功
徳
の
回
施
と
い
う
形
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
回
向
行
は
、
五
念
門
に
お
け
る
菩
薩
行
が
願
生
者
の
自
覚
に
お
い
て
展
開
す
る
態
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
前
に
願
生
心
は
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
の
も
と
に
荘
厳
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
こ
に
展
開
す
る
菩
提
心
の
発
揮
は
「
国
土
の
名
字
」
を
回
施
し
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
往
生
を
衆
生
と
共
同
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
、
回
入
教
化
と
い
う
出
門
を
基
底
と
す
る
回
向
に
つ
い
て
功
徳
を
回
施
す
る
と
い
う
往
相
を
見
出
し
、
大
乗
菩
薩
道
の
復
興
と
い
う
目
下
の
課
題
に
対
し
、
凡
夫
の
自
覚
の
も
と
に
往
生
を
共
に
す
る
と
こ
ろ
に
大
乗
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
曇
鸞
の
視
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
回
向
門
に
お
け
る
往
相
は
願
生
者
の
実
際
的
な
行
道
と
し
て
自
覚
的
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、「
願
生
偈
」
の
「
普
共
諸
衆
生
　
往
生
安
楽
国
」
の
意
味
が
功
徳
の
回
施
と
い
う
往
相
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
、「
論
主
の
回
向
門
な
り
」
と
決
定
さ
れ
る
意
義
も
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。
四
、
本
願
力
の
信
知
と
し
て
の
如
来
二
種
の
回
向
　
曇
鸞
は
『
浄
土
論
註
』
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、『
浄
土
論
』
が
五
念
門
に
よ
っ
て
自
利
利
他
が
成
就
す
る
と
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
問
曰
有テ
カ㆓
何ノ
因
縁
㆒
言ノタ
マ
フ
ヤ
㆓
　
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提ト
㆒
答
曰
論ニ
言ハ
ク
修シ
テ㆓
五
門ノ
行ヲ
㆒
以ノ
㆓
自
利
利
他
成
就ス
ル
ヲ㆒
故ヘ
ナ
リ
然ニ
覈マコ
ト
ニ
求ル
ニ㆓
其ノ
本ヲ
㆒
阿
弥
陀
如
来ヲ
為ス
㆓
増
上
縁ト
㆒ 
（
同
前
一
四
九
頁
）
と
問
答
を
立
て
、
自
利
利
他
が
阿
弥
陀
如
来
を
増
上
縁
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
覈
求
其
本
釈
に
焦
点
を
当
て
二
種
回
向
が
「
如
来
二
種
の
回
向
」
と
確
か
め
ら
れ
る
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
　
曇
鸞
は
こ
の
自
利
利
他
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
利
他
の
語
に
注
目
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
他
利
之ト
与ト
㆓
利
他
㆒
談ス
ル
ニ
有リ
㆓
左
右
㆒
若シ
自オノ
ツ
カ
ラ
　 
仏ヲ
而シテ
言イハ
ヽ
 
宜シ
ク㆑
言イフ
㆓
利
他ト
㆒
自オノ
ツ
カ
ラ
　 
衆
生ヲ
而シテ
言ハ
ヽ
宜ク
㆑
言イフ
㆓
他
利ト
㆒
今マ
将ニ
㆑
談セ
ム
ト
㆓ 
仏
力ヲ
㆒
是ノ
故ニ
以テ
㆓
利
他ヲ
㆒
言イフ
㆑
之ヲ
当ニ
㆑
知ル
此ノ
意
也 
（
同
前
一
四
九
頁
）
仏
の
立
場
で
言
え
ば
「
利
他
」
と
、
そ
し
て
衆
生
の
立
場
で
は
「
他
利
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
の
指
摘
は
、
そ
も
そ
も
71
五
念
門
行
に
お
い
て
行
者
が
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
速
得
す
る
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
仏
と
衆
生
以
外
に
利
せ
ら
れ
る
衆
生
を
想
定
し
、
そ
の
衆
生
を
利
益
す
る
主
体
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
も
と
よ
り
他
利
と
利
他
は
言
語
上
で
は
意
味
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
単
純
に
自
利
に
対
応
す
る
の
は
他
利
で
あ
る
た
め
『
浄
土
論
』
に
言
わ
れ
て
い
る
利
他
が
そ
れ
と
は
異
な
る
と
い
う
よ
う
な
言
葉
上
の
不
一
致
の
み
を
根
拠
に
そ
の
差
異
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
五
念
門
に
お
け
る
菩
提
心
の
成
就
が
本
願
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
願
生
心
を
起
点
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
仏
に
お
け
る
利
他
は
衆
生
に
お
け
る
願
生
心
の
発
起
自
体
に
そ
の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
、
略シ
テ
説テ
㆓
彼ノ
阿
弥
陀
仏
国
土ノ
十
七
種
荘
厳
功
徳
成
就ヲ
㆒
示
㆓
現ス
ル
カ
如
来ノ
自
身
利
益
大
功
徳
力
成
就ト
利
益
他
功
徳
成
就ト
㆒
故ナ
リ
 
（
同
前
一
〇
一
│
一
〇
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
浄
土
の
功
徳
自
体
に
如
来
の
自
利
利
他
の
意
味
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
衆
生
に
発
起
す
る
菩
提
心
は
そ
の
浄
土
の
功
徳
に
よ
っ
て
願
生
心
に
刻
ま
れ
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
衆
生
に
お
け
る
他
利
は
仏
の
利
他
心
が
衆
生
に
作
用
し
変
容
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
他
を
利
す
る
と
い
う
行
態
の
成
立
が
衆
生
自
体
を
根
拠
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
曇
鸞
が
「
今
ま
さ
に
仏
力
を
談
ぜ
ん
と
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
凡ソ
是レ
生ト
㆓
彼ノ
浄
土ニ
㆒
及
彼ノ
菩
薩
人
天ノ
所
起ノ
諸
行ハ
皆
縁ル
カ㆓
阿
弥
陀
如
来ノ
本
願
力ニ
㆒
故ヘ
ナ
リ
 
（
同
前
一
四
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
往
生
を
得
る
こ
と
も
浄
土
の
菩
薩
人
天
が
起
こ
す
行
も
全
て
が
「
本
願
力
に
縁
る
」
と
し
、
そ
の
全
体
を
自
力
に
対
し
て
他
力
と
お
さ
え
直
し
て
「
他
力
の
乗
ず
べ
き
こ
と
」
を
勧
励
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曇
鸞
が
利
他
の
語
に
注
目
し
て
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
の
は
、
衆
生
を
利
益
す
る
と
い
う
こ
と
が
仏
力
以
外
に
お
い
て
は
成
り
立
ち
得
な
い
こ
と
を
明
白
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
衆
生
を
主
語
と
す
る
他
利
は
利
他
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
否
定
さ
れ
る
概
念
と
し
て
仮
設
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
出
第
五
門
に
お
い
て
生
死
に
回
入
し
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
が
「
本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
故
に
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
（
）
19
（
）
20
（
）
21
72
言イフ
㆓
本
願
力ト
㆒
者ハ
示ス
㆘
大
菩
薩
於シテ
㆓
法
身ノ
中ニ
㆒
常ニ
在マ
シ㆓
三
昧ニ
㆒
而テ
現ス
ル
コ
ト
ヲ
㆗
　 
種
種ノ
身
種
種ノ
神
通
種
種ノ
説
法ヲ
㆖
皆
以テ
㆓
本
願
力ヲ
㆒
起ス
ナ
リ
譬ハ
如シ
㆘
阿
修
羅ノ
琴ノ
雖モ
㆑
無ト
㆓
皷コス
ル
 
者ノ
㆒
而
音イム
曲キヨク
自
然ナ
ル
カ
㆖
 
（
同
前
一
四
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
「
大
菩
薩
」
の
行
相
と
し
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
心
行
寂
滅
し
て
衆
機
に
通
じ
る
と
い
う
方
便
力
を
成
就
し
た
還
相
の
具
体
的
な
態
を
表
わ
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
前
に
見
た
巧
方
便
回
向
の
菩
薩
行
と
は
明
ら
か
に
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
「
菩
薩
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
曇
鸞
が
巧
方
便
回
向
の
菩
薩
と
は
一
線
を
画
す
よ
う
に
「
大
菩
薩
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
願
生
者
に
と
っ
て
慈
悲
教
化
と
い
う
回
向
門
の
当
体
が
本
願
力
に
よ
っ
て
転
入
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
つ
つ
も
、
し
か
も
そ
の
自
覚
に
お
い
て
は
非
我
境
界
の
如
来
行
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
こ
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
往
相
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
衆
生
に
回
施
す
る
と
こ
ろ
の
功
徳
が
「
己
が
功
徳
」
と
い
う
よ
う
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
願
生
者
に
お
け
る
回
向
行
の
内
実
を
示
す
重
要
な
視
点
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
確
か
め
た
よ
う
に
、
往
相
は
願
生
者
に
お
け
る
回
向
門
の
実
際
的
な
行
道
と
し
て
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
の
も
と
に
開
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
曇
鸞
が
願
生
心
を
表
白
す
る
と
こ
ろ
の
「
我
」
を
自
大
邪
見
で
は
な
く
「
流
布
語
」
と
し
て
確
か
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
己
が
功
徳
」
を
単
に
自
己
の
功
徳
あ
る
い
は
自
己
所
有
の
功
徳
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
っ
た
概
念
は
一
切
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曇
鸞
が
「
願
生
偈
」
を
「
己
心
を
申
ぶ
」
と
確
か
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
で
言
う
「
己
」
は
浄
土
の
功
徳
に
よ
っ
て
願
生
心
を
発
起
す
る
と
こ
ろ
の
自
己
に
他
な
ら
ず
、
菩
提
を
果
遂
せ
し
め
る
功
徳
力
を
現
に
体
現
し
て
い
る
者
と
い
う
よ
り
積
極
的
な
意
味
に
お
い
て
「
己
が
功
徳
」
と
い
う
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
利
己
心
の
増
長
を
招
き
か
ね
な
い
「
己
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
、「
己
が
功
徳
」
を
衆
生
に
回
施
す
る
と
い
う
態
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
回
向
心
を
私
有
化
す
る
と
こ
ろ
の
驕
慢
を
限
り
な
く
否
定
し
て
、
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
に
徹
底
す
る
基
点
が
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
に
他
利
は
否
定
さ
れ
る
た
め
に
仮
設
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
利
他
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
単
な
る
批
判
材
料
と
し
て
無
反
省
に
捨
て
ら
れ
る
も
の
と
い
う
意
味
に
で
は
な
く
、「
己
」
と
い
う
能
動
的
態
に
よ
っ
て
自
覚
的
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
往
相
も
（
）
22
（
）
23
73
や
は
り
願
生
者
の
自
覚
に
お
い
て
如
来
行
と
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
お 
わ 
り 
に
　
『
浄
土
論
註
』
に
お
い
て
回
向
に
往
還
の
二
種
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
願
に
荘
厳
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
願
生
心
に
展
開
す
る
菩
提
心
が
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
を
軸
に
果
た
さ
れ
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、
願
生
者
は
本
願
力
に
よ
っ
て
限
り
な
く
還
相
に
転
入
せ
し
め
ら
れ
つ
つ
も
、
そ
の
自
覚
に
開
か
れ
る
実
際
的
な
行
道
が
本
願
の
名
号
を
共
有
し
往
生
を
共
同
し
よ
う
と
す
る
往
相
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
れ
が
如
来
の
功
徳
に
よ
っ
て
発
起
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
回
向
は
そ
れ
自
体
が
如
来
の
願
行
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
例
え
ば
回
向
の
主
体
が
如
来
な
の
か
衆
生
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
の
は
本
願
の
機
と
し
て
の
凡
夫
の
自
覚
の
一
点
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
は
、
例
え
ば
「
恩
徳
」
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
回
向
そ
の
も
の
の
動
態
を
名
号
の
功
徳
の
一
点
に
収
束
し
、
自
身
を
名
号
の
功
徳
に
よ
っ
て
念
仏
者
た
ら
し
め
ら
れ
る
者
と
し
て
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
親
鸞
の
確
か
め
に
お
け
る
重
要
な
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
浄
土
論
註
』
に
お
け
る
回
向
は
願
生
浄
土
に
開
か
れ
る
実
践
行
に
他
な
ら
な
い
が
、
親
鸞
は
そ
れ
を
願
生
浄
土
が
開
か
れ
る
根
拠
と
し
て
確
か
め
、
連
続
無
窮
に
念
仏
者
が
誕
生
す
る
母
体
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
が
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
に
願
生
心
は
願
心
荘
厳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
親
鸞
の
自
覚
に
お
い
て
そ
れ
は
如
来
に
よ
っ
て
回
向
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
視
点
に
立
っ
て
自
身
を
念
仏
者
た
ら
し
め
る
善
知
識
の
側
面
で
回
向
を
お
さ
え
る
な
ら
ば
、
親
鸞
が
師
法
然
を
弥
陀
勢
至
の
化
身
と
し
て
確
か
め
た
こ
と
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
同
一
念
仏
の
眷
属
と
し
て
共
に
願
生
す
る
と
こ
ろ
の
往
相
の
凡
夫
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
姿
は
自
己
に
と
っ
て
現
に
仏
道
を
「
翼
讃
」
す
る
先
往
の
者
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
得
生
の
境
界
を
先
験
し
生
死
に
回
入
す
る
と
こ
ろ
の
還
相
の
大
菩
薩
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、『
浄
土
論
註
』
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
往
還
を
よ
り
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。
こ
こ
に
、
大
乗
の
菩
薩
道
と
煩
悩
成
就
の
凡
夫
と
い
う
一
見
隔
絶
す
る
二
つ
の
事
柄
は
、
本
願
の
機
の
自
覚
の
一
点
に
お
い
て
収
斂
さ
れ
、
大
乗
の
旗
標
を
掲
げ
続
け
た
仏
教
界
が
実
際
に
は
「
行
証
久
廃
」
し
て
非
大
乗
化
し
て
い
る
と
い
う
中
に
あ
っ
て
、
群
萌
の
（
）
24
（
）
25
（
）
26
72
言イフ
㆓
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力ト
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種
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（
同
前
一
四
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
「
大
菩
薩
」
の
行
相
と
し
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
心
行
寂
滅
し
て
衆
機
に
通
じ
る
と
い
う
方
便
力
を
成
就
し
た
還
相
の
具
体
的
な
態
を
表
わ
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
前
に
見
た
巧
方
便
回
向
の
菩
薩
行
と
は
明
ら
か
に
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
浄
土
論
』
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
「
菩
薩
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
曇
鸞
が
巧
方
便
回
向
の
菩
薩
と
は
一
線
を
画
す
よ
う
に
「
大
菩
薩
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
願
生
者
に
と
っ
て
慈
悲
教
化
と
い
う
回
向
門
の
当
体
が
本
願
力
に
よ
っ
て
転
入
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
つ
つ
も
、
し
か
も
そ
の
自
覚
に
お
い
て
は
非
我
境
界
の
如
来
行
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
こ
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
往
相
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
衆
生
に
回
施
す
る
と
こ
ろ
の
功
徳
が
「
己
が
功
徳
」
と
い
う
よ
う
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
願
生
者
に
お
け
る
回
向
行
の
内
実
を
示
す
重
要
な
視
点
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
確
か
め
た
よ
う
に
、
往
相
は
願
生
者
に
お
け
る
回
向
門
の
実
際
的
な
行
道
と
し
て
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
の
も
と
に
開
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
曇
鸞
が
願
生
心
を
表
白
す
る
と
こ
ろ
の
「
我
」
を
自
大
邪
見
で
は
な
く
「
流
布
語
」
と
し
て
確
か
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
己
が
功
徳
」
を
単
に
自
己
の
功
徳
あ
る
い
は
自
己
所
有
の
功
徳
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
っ
た
概
念
は
一
切
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曇
鸞
が
「
願
生
偈
」
を
「
己
心
を
申
ぶ
」
と
確
か
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
で
言
う
「
己
」
は
浄
土
の
功
徳
に
よ
っ
て
願
生
心
を
発
起
す
る
と
こ
ろ
の
自
己
に
他
な
ら
ず
、
菩
提
を
果
遂
せ
し
め
る
功
徳
力
を
現
に
体
現
し
て
い
る
者
と
い
う
よ
り
積
極
的
な
意
味
に
お
い
て
「
己
が
功
徳
」
と
い
う
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
利
己
心
の
増
長
を
招
き
か
ね
な
い
「
己
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
、「
己
が
功
徳
」
を
衆
生
に
回
施
す
る
と
い
う
態
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
回
向
心
を
私
有
化
す
る
と
こ
ろ
の
驕
慢
を
限
り
な
く
否
定
し
て
、
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
に
徹
底
す
る
基
点
が
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
に
他
利
は
否
定
さ
れ
る
た
め
に
仮
設
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
利
他
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
単
な
る
批
判
材
料
と
し
て
無
反
省
に
捨
て
ら
れ
る
も
の
と
い
う
意
味
に
で
は
な
く
、「
己
」
と
い
う
能
動
的
態
に
よ
っ
て
自
覚
的
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
往
相
も
（
）
22
（
）
23
73
や
は
り
願
生
者
の
自
覚
に
お
い
て
如
来
行
と
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
お 
わ 
り 
に
　
『
浄
土
論
註
』
に
お
い
て
回
向
に
往
還
の
二
種
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
願
に
荘
厳
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
願
生
心
に
展
開
す
る
菩
提
心
が
同
一
念
仏
の
眷
属
の
自
覚
を
軸
に
果
た
さ
れ
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、
願
生
者
は
本
願
力
に
よ
っ
て
限
り
な
く
還
相
に
転
入
せ
し
め
ら
れ
つ
つ
も
、
そ
の
自
覚
に
開
か
れ
る
実
際
的
な
行
道
が
本
願
の
名
号
を
共
有
し
往
生
を
共
同
し
よ
う
と
す
る
往
相
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
れ
が
如
来
の
功
徳
に
よ
っ
て
発
起
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
回
向
は
そ
れ
自
体
が
如
来
の
願
行
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
例
え
ば
回
向
の
主
体
が
如
来
な
の
か
衆
生
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
の
は
本
願
の
機
と
し
て
の
凡
夫
の
自
覚
の
一
点
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
は
、
例
え
ば
「
恩
徳
」
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
回
向
そ
の
も
の
の
動
態
を
名
号
の
功
徳
の
一
点
に
収
束
し
、
自
身
を
名
号
の
功
徳
に
よ
っ
て
念
仏
者
た
ら
し
め
ら
れ
る
者
と
し
て
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
親
鸞
の
確
か
め
に
お
け
る
重
要
な
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
浄
土
論
註
』
に
お
け
る
回
向
は
願
生
浄
土
に
開
か
れ
る
実
践
行
に
他
な
ら
な
い
が
、
親
鸞
は
そ
れ
を
願
生
浄
土
が
開
か
れ
る
根
拠
と
し
て
確
か
め
、
連
続
無
窮
に
念
仏
者
が
誕
生
す
る
母
体
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
が
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
に
願
生
心
は
願
心
荘
厳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
親
鸞
の
自
覚
に
お
い
て
そ
れ
は
如
来
に
よ
っ
て
回
向
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
視
点
に
立
っ
て
自
身
を
念
仏
者
た
ら
し
め
る
善
知
識
の
側
面
で
回
向
を
お
さ
え
る
な
ら
ば
、
親
鸞
が
師
法
然
を
弥
陀
勢
至
の
化
身
と
し
て
確
か
め
た
こ
と
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
同
一
念
仏
の
眷
属
と
し
て
共
に
願
生
す
る
と
こ
ろ
の
往
相
の
凡
夫
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
姿
は
自
己
に
と
っ
て
現
に
仏
道
を
「
翼
讃
」
す
る
先
往
の
者
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
得
生
の
境
界
を
先
験
し
生
死
に
回
入
す
る
と
こ
ろ
の
還
相
の
大
菩
薩
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、『
浄
土
論
註
』
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
往
還
を
よ
り
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。
こ
こ
に
、
大
乗
の
菩
薩
道
と
煩
悩
成
就
の
凡
夫
と
い
う
一
見
隔
絶
す
る
二
つ
の
事
柄
は
、
本
願
の
機
の
自
覚
の
一
点
に
お
い
て
収
斂
さ
れ
、
大
乗
の
旗
標
を
掲
げ
続
け
た
仏
教
界
が
実
際
に
は
「
行
証
久
廃
」
し
て
非
大
乗
化
し
て
い
る
と
い
う
中
に
あ
っ
て
、
群
萌
の
（
）
24
（
）
25
（
）
26
74
名
の
も
と
に
「
証
道
今
盛
」
を
宣
言
し
得
た
道
理
が
あ
る
と
言
え
る
。
　
た
だ
し
、
親
鸞
に
お
け
る
二
種
回
向
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
『
教
行
信
証
』
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
一
義
的
で
は
な
く
、
例
え
ば
還
相
に
つ
い
て
は
「
註
論
に
顕
れ
た
り
」
と
述
べ
る
に
留
め
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
詳
述
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
註
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
一
四
三
頁
同
前
一
四
三
頁
同
前
一
四
二
頁
観
察
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
作
願
（
奢
摩
他
）
と
合
わ
せ
て
瑜
伽
行
で
言
わ
れ
る
止
観
双
運
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
曇
鸞
に
お
い
て
は
止
観
が
瑜
伽
行
的
な
意
味
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
幡
谷
明
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
止
息
を
意
味
す
る
奢
摩
他
は
遮
止
（
悪
）
と
し
て
用
い
ら
れ
、
法
の
簡
択
を
意
味
す
る
毘
婆
舎
那
は
決
定
往
生
と
畢
竟
成
仏
の
確
信
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と
で
あ
る
（『
曇
鸞
教
学
の
研
究
│
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
│
』
一
八
六
│
一
八
八
頁
参
照
）。
ま
た
、
延
塚
知
道
氏
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
曇
鸞
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
此
土
行
と
彼
土
行
に
分
類
さ
れ
る
形
で
注
釈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
相
互
関
係
に
讃
嘆
門
を
中
心
と
す
る
願
生
道
成
立
の
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
│
親
鸞
の
視
点
か
ら
│
』
一
二
〇
│
一
三
三
頁
参
照
）
が
、
こ
の
彼
此
の
分
限
と
相
互
関
係
と
い
う
と
こ
ろ
に
曇
鸞
の
五
念
門
観
を
紐
解
く
鍵
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
拙
論
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
観
察
の
意
味
内
容
の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
六
六
頁
同
前
一
四
一
頁
五
念
門
に
つ
い
て
は
、『
入
出
二
門
偈
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
蔵
菩
薩
を
行
主
体
と
し
て
お
さ
え
て
い
る
こ
と
が
親
鸞
の
視
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
本
論
中
で
述
べ
た
清
浄
業
も
そ
の
意
味
に
お
い
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
『
浄
土
論
註
』
加
点
本
・『
教
行
信
証
』・『
入
出
二
門
偈
』
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
こ
と
が
文
脈
や
訓
点
の
状
況
か
ら
う
か
が
え
る
。
五
念
門
と
五
功
徳
門
の
関
係
性
と
い
う
点
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
本
論
で
指
摘
し
た
智
業
観
察
に
も
直
接
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
述
し
た
い
。
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
七
三
頁
同
前
一
二
頁
「
聞
思
観
」
は
香
月
院
深
励
が
『
群
疑
論
』
等
を
も
と
に
観
察
門
を
註
釈
す
る
際
に
用
い
て
い
る
（『
浄
土
論
註
講
義
』
四
五
〇
│
四
五
八
頁
参
照
）。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
散
心
の
ま
ま
に
浄
土
の
荘
厳
を
思
い
浮
か
べ
、
対
境
と
し
て
の
浄
土
の
形
相
に
心
を
専
注
す
る
と
い
う
事
観
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
浄
土
論
』
が
浄
土
を
「
功
徳
」
と
い
う
形
で
表
わ
し
、『
浄
土
論
（
）
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』
が
そ
の
功
徳
を
二
諦
に
順
じ
衆
生
を
摂
取
す
る
法
蔵
菩
薩
の
仏
事
と
し
て
確
か
め
た
こ
と
と
は
論
旨
が
ず
れ
る
。
そ
こ
で
拙
論
で
は
深
励
が
紹
介
し
た
「
聞
思
観
」
と
い
う
言
葉
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
「
聞
と
言
う
は
、
衆
生
、
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
き
て
疑
心
有
る
こ
と
無
し
」（『
定
本
教
行
信
証
』
一
三
八
頁
）
や
「
観
は
願
力
を
こ
こ
ろ
に
う
か
べ
み
る
と
も
う
す
、
ま
た
し
る
と
い
う
こ
こ
ろ
な
り
」（『
定
親
全
』
三
〈
和
文
篇
〉
一
四
七
頁
）
な
ど
と
述
べ
る
こ
と
を
も
と
に
、
願
心
荘
厳
の
道
理
（
作
用
道
理
）
を
聞
思
す
る
と
い
う
意
味
で
そ
れ
を
用
い
た
。
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
七
〇
頁
山
口
益
『
世
親
の
浄
土
論
』
一
一
四
頁
、
幡
谷
明
『
曇
鸞
教
学
の
研
究
│
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
│
』
一
六
七
頁
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
九
六
│
九
七
頁
同
前
一
一
三
頁
同
前
一
一
四
頁
同
前
一
一
五
頁
同
前
一
二
三
頁
同
前
一
一
八
頁
幡
谷
明
『
曇
鸞
教
学
の
研
究
│
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
│
』
二
一
六
│
二
一
七
頁
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
一
五
一
頁
「
他
利
」
と
「
利
他
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
解
読
浄
土
論
註
』（
東
本
願
寺
出
版
部
）
で
は
「
他
（
仏
）
に
利
せ
ら
れ
る
」
を
他
利
の
意
味
と
し
て
捉
え
る
説
を
筆
頭
に
、
先
学
の
諸
説
を
四
系
統
に
分
類
し
ま
と
め
て
い
る
。
同
書
は
そ
れ
ら
の
諸
説
を
他
利
と
利
他
に
あ
え
て
意
味
の
区
別
を
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
諸
経
論
と
会
通
し
よ
う
と
す
る
訓
詁
学
の
域
を
出
な
い
と
し
た
上
で
、「
他
利
と
は
利
他
不
能
の
言
」
で
あ
る
と
注
意
し
つ
つ
、
利
他
は
本
願
力
回
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
他
利
は
そ
の
回
向
を
蒙
る
衆
生
に
お
け
る
利
他
行
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（『
解
読
浄
土
論
註
』
巻
下
一
六
三
│
一
六
四
頁
参
照
）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
本
願
力
の
回
向
が
衆
生
に
と
っ
て
利
他
行
を
実
践
し
得
る
増
上
縁
と
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
他
利
が
衆
生
に
お
け
る
利
他
行
を
指
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
衆
生
に
お
け
る
他
利
心
は
我
執
の
温
床
と
し
て
徹
底
的
に
否
定
し
尽
く
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
如
来
の
利
他
を
功
徳
と
し
て
受
け
る
衆
生
に
菩
提
心
が
発
起
す
る
こ
と
は
、
そ
の
自
覚
と
し
て
は
利
他
が
如
来
の
境
界
以
外
に
は
存
在
し
得
な
い
と
決
定
す
る
こ
と
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
り
、
も
し
翻
っ
て
他
利
＝
利
他
と
捉
え
て
し
ま
え
ば
、
曇
鸞
が
あ
え
て
言
語
上
は
利
他
と
相
違
無
い
「
他
利
」
を
提
示
し
、「
利
他
」
が
仏
力
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
不
明
瞭
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
論
中
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
曇
鸞
が
あ
え
て
他
利
と
い
う
言
葉
を
提
出
す
る
の
は
利
他
と
い
う
行
為
を
概
念
的
に
虚
妄
分
別
し
そ
れ
が
衆
生
に
も
成
り
立
つ
と
い
う
謬
見
を
否
定
す
る
た
め
で
あ
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
同
書
が
指
摘
す
る
「
他
利
は
利
他
不
能
の
言
」
と
い
う
側
面
が
よ
り
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
七
頁
同
前
八
頁
（
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74
名
の
も
と
に
「
証
道
今
盛
」
を
宣
言
し
得
た
道
理
が
あ
る
と
言
え
る
。
　
た
だ
し
、
親
鸞
に
お
け
る
二
種
回
向
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
『
教
行
信
証
』
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
一
義
的
で
は
な
く
、
例
え
ば
還
相
に
つ
い
て
は
「
註
論
に
顕
れ
た
り
」
と
述
べ
る
に
留
め
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
詳
述
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
註
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
一
四
三
頁
同
前
一
四
三
頁
同
前
一
四
二
頁
観
察
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
作
願
（
奢
摩
他
）
と
合
わ
せ
て
瑜
伽
行
で
言
わ
れ
る
止
観
双
運
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
曇
鸞
に
お
い
て
は
止
観
が
瑜
伽
行
的
な
意
味
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
幡
谷
明
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
止
息
を
意
味
す
る
奢
摩
他
は
遮
止
（
悪
）
と
し
て
用
い
ら
れ
、
法
の
簡
択
を
意
味
す
る
毘
婆
舎
那
は
決
定
往
生
と
畢
竟
成
仏
の
確
信
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と
で
あ
る
（『
曇
鸞
教
学
の
研
究
│
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
│
』
一
八
六
│
一
八
八
頁
参
照
）。
ま
た
、
延
塚
知
道
氏
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
曇
鸞
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
此
土
行
と
彼
土
行
に
分
類
さ
れ
る
形
で
注
釈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
相
互
関
係
に
讃
嘆
門
を
中
心
と
す
る
願
生
道
成
立
の
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
│
親
鸞
の
視
点
か
ら
│
』
一
二
〇
│
一
三
三
頁
参
照
）
が
、
こ
の
彼
此
の
分
限
と
相
互
関
係
と
い
う
と
こ
ろ
に
曇
鸞
の
五
念
門
観
を
紐
解
く
鍵
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
拙
論
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
観
察
の
意
味
内
容
の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
六
六
頁
同
前
一
四
一
頁
五
念
門
に
つ
い
て
は
、『
入
出
二
門
偈
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
蔵
菩
薩
を
行
主
体
と
し
て
お
さ
え
て
い
る
こ
と
が
親
鸞
の
視
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
本
論
中
で
述
べ
た
清
浄
業
も
そ
の
意
味
に
お
い
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
『
浄
土
論
註
』
加
点
本
・『
教
行
信
証
』・『
入
出
二
門
偈
』
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
こ
と
が
文
脈
や
訓
点
の
状
況
か
ら
う
か
が
え
る
。
五
念
門
と
五
功
徳
門
の
関
係
性
と
い
う
点
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
本
論
で
指
摘
し
た
智
業
観
察
に
も
直
接
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
述
し
た
い
。
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
七
三
頁
同
前
一
二
頁
「
聞
思
観
」
は
香
月
院
深
励
が
『
群
疑
論
』
等
を
も
と
に
観
察
門
を
註
釈
す
る
際
に
用
い
て
い
る
（『
浄
土
論
註
講
義
』
四
五
〇
│
四
五
八
頁
参
照
）。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
散
心
の
ま
ま
に
浄
土
の
荘
厳
を
思
い
浮
か
べ
、
対
境
と
し
て
の
浄
土
の
形
相
に
心
を
専
注
す
る
と
い
う
事
観
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
浄
土
論
』
が
浄
土
を
「
功
徳
」
と
い
う
形
で
表
わ
し
、『
浄
土
論
（
）
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』
が
そ
の
功
徳
を
二
諦
に
順
じ
衆
生
を
摂
取
す
る
法
蔵
菩
薩
の
仏
事
と
し
て
確
か
め
た
こ
と
と
は
論
旨
が
ず
れ
る
。
そ
こ
で
拙
論
で
は
深
励
が
紹
介
し
た
「
聞
思
観
」
と
い
う
言
葉
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
「
聞
と
言
う
は
、
衆
生
、
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
き
て
疑
心
有
る
こ
と
無
し
」（『
定
本
教
行
信
証
』
一
三
八
頁
）
や
「
観
は
願
力
を
こ
こ
ろ
に
う
か
べ
み
る
と
も
う
す
、
ま
た
し
る
と
い
う
こ
こ
ろ
な
り
」（『
定
親
全
』
三
〈
和
文
篇
〉
一
四
七
頁
）
な
ど
と
述
べ
る
こ
と
を
も
と
に
、
願
心
荘
厳
の
道
理
（
作
用
道
理
）
を
聞
思
す
る
と
い
う
意
味
で
そ
れ
を
用
い
た
。
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
七
〇
頁
山
口
益
『
世
親
の
浄
土
論
』
一
一
四
頁
、
幡
谷
明
『
曇
鸞
教
学
の
研
究
│
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
│
』
一
六
七
頁
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
九
六
│
九
七
頁
同
前
一
一
三
頁
同
前
一
一
四
頁
同
前
一
一
五
頁
同
前
一
二
三
頁
同
前
一
一
八
頁
幡
谷
明
『
曇
鸞
教
学
の
研
究
│
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
│
』
二
一
六
│
二
一
七
頁
『
定
親
全
』
八
〈
加
点
篇
二
〉
一
五
一
頁
「
他
利
」
と
「
利
他
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
解
読
浄
土
論
註
』（
東
本
願
寺
出
版
部
）
で
は
「
他
（
仏
）
に
利
せ
ら
れ
る
」
を
他
利
の
意
味
と
し
て
捉
え
る
説
を
筆
頭
に
、
先
学
の
諸
説
を
四
系
統
に
分
類
し
ま
と
め
て
い
る
。
同
書
は
そ
れ
ら
の
諸
説
を
他
利
と
利
他
に
あ
え
て
意
味
の
区
別
を
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
諸
経
論
と
会
通
し
よ
う
と
す
る
訓
詁
学
の
域
を
出
な
い
と
し
た
上
で
、「
他
利
と
は
利
他
不
能
の
言
」
で
あ
る
と
注
意
し
つ
つ
、
利
他
は
本
願
力
回
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
他
利
は
そ
の
回
向
を
蒙
る
衆
生
に
お
け
る
利
他
行
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（『
解
読
浄
土
論
註
』
巻
下
一
六
三
│
一
六
四
頁
参
照
）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
本
願
力
の
回
向
が
衆
生
に
と
っ
て
利
他
行
を
実
践
し
得
る
増
上
縁
と
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
他
利
が
衆
生
に
お
け
る
利
他
行
を
指
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
衆
生
に
お
け
る
他
利
心
は
我
執
の
温
床
と
し
て
徹
底
的
に
否
定
し
尽
く
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
如
来
の
利
他
を
功
徳
と
し
て
受
け
る
衆
生
に
菩
提
心
が
発
起
す
る
こ
と
は
、
そ
の
自
覚
と
し
て
は
利
他
が
如
来
の
境
界
以
外
に
は
存
在
し
得
な
い
と
決
定
す
る
こ
と
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
り
、
も
し
翻
っ
て
他
利
＝
利
他
と
捉
え
て
し
ま
え
ば
、
曇
鸞
が
あ
え
て
言
語
上
は
利
他
と
相
違
無
い
「
他
利
」
を
提
示
し
、「
利
他
」
が
仏
力
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
不
明
瞭
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
論
中
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
曇
鸞
が
あ
え
て
他
利
と
い
う
言
葉
を
提
出
す
る
の
は
利
他
と
い
う
行
為
を
概
念
的
に
虚
妄
分
別
し
そ
れ
が
衆
生
に
も
成
り
立
つ
と
い
う
謬
見
を
否
定
す
る
た
め
で
あ
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
同
書
が
指
摘
す
る
「
他
利
は
利
他
不
能
の
言
」
と
い
う
側
面
が
よ
り
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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一
　
今
日
は
約
束
通
り
、「
伝
承
と
己
証
」
と
い
う
こ
と
で
行
信
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
て
お
り
ま
す
。「
己
証
」
と
い
う
言
葉
は
、『
末
灯
鈔
』
に
「
御
己
証
并
辺
州
所
々
御
消
息
等
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
祖
師
自
身
に
は
「
己
証
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
す
。「
己
証
」
と
い
う
言
葉
は
、『
法
華
玄
義
』
に
出
て
お
り
ま
す
。「
こ
れ
は
天
台
大
師
の
己
証
の
法
門
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
だ
い
た
い
仏
教
に
は
伝
統
相
承
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
伝
統
相
承
を
超
え
て
、
そ
の
人
独
自
の
説
が
あ
る
。
そ
れ
を
「
己
証
」
と
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
伝
承
」
と
い
う
言
葉
は
、
普
通
は
「
相
承
」
と
言
う
て
お
り
ま
す
か
ら
、
で
す
か
ら
「
伝
承
と
己
証
」
は
、「
相
承
と
己
証
」
と
言
う
て
も
い
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
話
の
筋
は
、
念
仏
は
伝
承
、
相
承
の
法
で
あ
り
、
信
心
は
己
証
の
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
　
こ
の
行
信
に
つ
い
て
は
、「
智
慧
の
念
仏
」
と
「
信
心
の
智
慧
」
と
い
う
こ
と
で
、
行
と
信
と
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
ち
ら
も
智
慧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
行
と
信
と
は
相
離
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
が
い
た
だ
け
る
わ
け
伝
承
と
己
証
│
│
『
教
行
信
証
』
の
諸
問
題
（
九
）
│
│金　
　
子
　
　
大
　
　
榮
